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越
後
屋
江
戸
本
店
子
供
の
供
給
元
に
つ
い
て

―
「
永
聴
記
」
の
子
供
到
着
記
事
の
検
討
か
ら
―

	

西
　
坂

　
　
靖

　
　
は
じ
め
に

一
　「
永
聴
記
」
に
お
け
る
子
供
の
江
戸
到
着
記
事

二
　「
永
聴
記
」
の
半
元
服
記
事
と
の
照
合

三
　「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
と
の
照
合

　
　
お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
は
、
三
井
越
後
屋
の
江
戸
本
店
の
奉
公
人
が
ど
こ
か
ら
供
給
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
江
戸
本
店
の
「
永
聴
記
」
に

記
さ
れ
た
〈
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
〉
を
手
が
か
り
に
し
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
奉
公
人
の
供
給
元
の
解
明
は
、
都
市
社
会
と
大
商
家

と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
、
基
礎
的
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る

（

）
1

。

研
究
ノ
ー
ト
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江
戸
店
持
ち
京
商
人
が
抱
え
る
奉
公
人
に
関
し
て
、
従
来
の
研
究
で
は
、
例
え
ば
林
玲
子
氏
は
「
京
都
に
本
店
の
あ
る
商
家
で
は
、
京
都

周
辺
だ
け
で
な
く
、
本
家
の
出
自
そ
の
他
関
係
の
深
い
地
域
か
ら
も
雇
っ
た

（

）
2

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
理
解
に
従
え
ば
、
三
井
越
後
屋
の
江

戸
本
店
の
奉
公
人
は
、
三
井
家
一
族
が
居
住
す
る
京
都
お
よ
び
三
井
家
の
本
貫
の
地
で
あ
る
伊
勢
か
ら
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
で
、
近
世
後
期
の
三
井
の
店
々
に
お
け
る
奉
公
人
の
研
究
で
は
、
越
後
屋
京
本
店
に
お
い
て
は
京
都
の
出
身
者
の
比
率
が
増
加
し

（

）
3

、

ま
た
江
戸
両
替
店
に
お
い
て
は
江
戸
出
身
者
の
比
率
が
増
加
す
る

（

）
4

な
ど
、
店
舗
の
所
在
す
る
都
市
か
ら
供
給
さ
れ
る
奉
公
人
が
増
加
し
て
い

く
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
い
う
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
越
後
屋
江
戸
本
店
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
本
店
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
近
世
後
期
に
お
い
て
奉
公

人
が
ど
こ
か
ら
供
給
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
史
料
の
不
在
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

三
井
の
店
々
の
う
ち
越
後
屋
京
本
店
、
京
両
替
店
、
江
戸
両
替
店
に
つ
い
て
は
、
奉
公
人
請
状
の
控
が
現
存
し
て
い
る
た
め

（

）
5

、
こ
れ
を
基
本

史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
規
入
店
者
の
全
体
像
を
網
羅
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
江
戸
本
店
の

場
合
、
今
に
残
る
史
料
の
う
ち
に
は
奉
公
人
請
状
の
控
に
類
す
る
も
の
は
存
在
し
て
い
な
い
。

本
稿
で
、
奉
公
人
請
状
の
控
の
代
わ
り
に
着
目
す
る
の
は
、
江
戸
本
店
が
作
成
し
た
記
録
の
う
ち
「
永
聴
記

（

）
6

」
で
あ
る
。
こ
の
「
永
聴

記
」
の
記
事
の
な
か
に
は
、
伊
勢
や
京
都
か
ら
子
供
が
江
戸
本
店
に
勤
務
す
る
た
め
に
到
着
し
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
手
が
か
り
に
し
て
江
戸
本
店
の
奉
公
人
の
供
給
元
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
1
）　
京
都
の
町
方
社
会
と
三
井
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
筆
者
（
西
坂
）
は
越
後
屋
京
本
店
に
お
い
て
奉
公
人
の
う
ち
京
都
町
方
出
身
者
の
比
率
が

増
加
し
て
い
っ
た
こ
と
（
注
（
3
）
参
照
）
を
も
っ
て
、
三
井
と
町
方
社
会
の
関
係
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
局
面
の
ひ
と
つ
と
し
て

評
価
し
た
（
西
坂
靖
「
町
方
社
会
と
三
井
」
杉
森
哲
也
編
『
シ
リ
ー
ズ
三
都

　
京
都
巻
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
、
一
五
六
ペ
ー



越後屋江戸本店子供の供給元について（西坂）

265

ジ
）。
ま
た
、
江
戸
の
町
方
社
会
と
上
方
商
人
の
江
戸
店
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
修
氏
が
伊
勢
商
人
・
長
谷
川
家
を
事
例
に
挙
げ
て
、

一
八
二
一
年
の
江
戸
店
五
店
の
男
子
奉
公
人
一
一
四
人
の
う
ち
一
〇
七
人
が
伊
勢
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、「
江
戸
町
人
の
社
会
そ
の

も
の
と
切
れ
て
い
た
」
と
い
う
評
価
を
示
し
て
い
る
（
斎
藤
修
『
江
戸
と
大
阪
―
近
代
日
本
の
都
市
起
源
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
一

三
七
ペ
ー
ジ
）。

（
2
）　
林
玲
子
「
江
戸
店
」（
西
山
松
之
助
他
編
『
江
戸
学
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
八
四
年
）
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
3
）　
西
坂
靖
『
三
井
越
後
屋
奉
公
人
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
第
4
章
・
第
5
表
。
こ
の
表
に
よ
る
と
享
保
五
年
（
一
七

二
〇
）
か
ら
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
ま
で
の
二
〇
年
間
に
、
越
後
屋
京
本
店
に
店
表
奉
公
人
と
し
て
入
店
し
た
者
は
二
九
四
人
を
数
え
る
が
、

そ
の
う
ち
京
都
町
方
出
身
は
一
一
七
人
、
比
率
に
し
て
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
過
半
に
は
達
し
な
い
。
そ
の
後
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
か

ら
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
ま
で
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
八
四
人
中
一
九
二
人
、
比
率
に
し
て
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
京
都
町
方
の
出
身
者
が

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
幕
末
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
時
点
で
は
、
店
表
の
住
込
み
奉
公
人
の
う
ち
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
が

京
都
町
方
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。

（
4
）　
西
坂
靖
「
江
戸
店
の
奉
公
人
調
達
と
都
市
社
会
―
三
井
江
戸
両
替
店
の
事
例
―
」（『
年
報
都
市
史
研
究
』
三
号
、
山
川
出
版
社
）
表
2
。
こ

の
表
に
よ
れ
ば
三
井
江
戸
両
替
店
に
店
表
の
奉
公
人
と
し
て
入
店
し
た
者
は
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
か
ら
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
ま

で
の
二
〇
年
間
に
三
〇
人
を
数
え
る
が
、
そ
の
う
ち
江
戸
町
方
出
身
は
四
人
、
比
率
に
し
て
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
後
、
文
政

四
年
（
一
八
二
一
）
か
ら
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
ま
で
に
つ
い
て
み
る
と
、
四
五
人
中
二
二
人
、
比
率
に
し
て
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
江
戸

町
方
の
出
身
者
が
占
め
る
。
さ
ら
に
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
年
ま
で
に
つ
い
て
み
る
と
、
四
四
人
中
四
一

人
、
比
率
に
し
て
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
る
。

（
5
）　
京
本
店
は
「
京
本
店
手
代
子
供
請
状
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

　
別
三
六
、
本
一
五
三
六
～
一
五
三
八
）
ほ
か
、
京
両
替
店
は
「
出
勤
帳
」

（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

　
追
三
八
二
）、
江
戸
両
替
店
は
「
請
状
并
江
戸
一
家
之
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

　
本
一
三
九
二
）
が
奉
公
人
請
状

の
控
に
相
当
す
る
。
な
お
京
両
替
店
の
「
出
勤
帳
」
に
つ
い
て
は
、
安
岡
重
明
「
三
井
京
両
替
店
に
お
け
る
奉
公
人
の
勤
続
事
情
」（『
社
会
科

学
』
第
四
二
号
、
一
九
八
九
年
、
の
ち
安
岡
重
明
『
近
世
商
家
の
経
営
理
念
・
制
度
・
雇
用
』
晃
洋
書
房
、
一
九
九
八
年
、
に
所
収
）
に
お
い
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て
、
一
覧
表
の
か
た
ち
で
一
人
一
人
の
デ
ー
タ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　「
永
聴
記
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

　
本
一
五
二
、
一
五
三
）。

一
　「
永
聴
記
」
に
お
け
る
子
供
の
江
戸
到
着
記
事

「
永
聴
記
」
は
、
江
戸
本
店
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
記
録
類
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
五
番
と
六
番
の
番
号
が
付
さ
れ
た
二
冊
が
現
存
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
五
番
に
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
正
月
か
ら
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
一
二
月
ま
で
、
六
番
に
は
文
政
五
年
（
一
八
二

二
）
正
月
か
ら
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
一
二
月
ま
で
、
あ
わ
せ
て
四
二
年
分
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
日
誌
の
形
式
で
あ
る
が
、
日
々
書
き

継
い
だ
も
の
で
は
な
く
、
他
の
記
録
類
か
ら
後
年
参
照
さ
れ
る
べ
き
記
事
を
摘
記
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
内
容
は
、
三
井
家
一
族
や
奉
公

人
の
動
向
、
江
戸
や
各
地
の
災
害
情
報
、
町
触
な
ど
の
政
治
情
報
な
ど
で
あ
る
。
奉
公
人
の
動
向
を
記
し
た
記
事
の
な
か
に
は
、
江
戸
本
店

で
勤
務
す
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
子
供
の
到
着
記
事
も
含
ま
れ
る
。
次
の
史
料
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
二
月
一
三
日
の
記
事
で
あ
る

（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
）。

一
当

ａ

店
勤
仕
子
供  

勢
ｂ

州
勝
手
森
田
佐
吉
、
本
木
長
太
郎
、
堀
井
太
三
郎
、
道
中
無
恙
今
夕
下

ｃ

着
い
た
し
候

「
当
店
勤
仕
子
供
」（
傍
線
ａ
）
す
な
わ
ち
江
戸
本
店
に
勤
務
予
定
の
子
供
三
人
が
、
こ
の
日
の
夕
方
に
「
下
着
」（
傍
線
ｃ
）
す
な
わ
ち

江
戸
に
到
着
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
勢
州
勝
手
」（
傍
線
ｂ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
子
供
た
ち
は
三
井
の
伊
勢
松
坂
店

を
介
し
て
供
給
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
、
江
戸
本
店
に
勤
務
予
定
の
子
供
が
無
事
に
江
戸
に
到
着
（「
下
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着
」
ま
た
は
「
着
府
」「
到
着
」
と
表
記
）
し
た
こ
と
を
記
す
記
事
を
、
本
稿
で
は
〈
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

「
永
聴
記
」
に
記
さ
れ
た
、
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
に
つ
い
て
、
記
事
の
日
付
、
子
供
の
供
給
元
、
子
供
の
人
数
を
示
し
た
の
が
、
第
1

表
で
あ
る
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
ま
で
の
四
二
年
の
間
に
一
五
九
件
、
五
〇
七
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
年
当
た
り
の
件
数
は
、
最
多
八
件
（
寛
政
九
年
・
天
保
三
年
）、
最
少
一
件
（
文
化
元
～
三
年
ほ
か
）
で
、
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

平
均
す
る
と
三
・
七
件
と
い
う
数
値
が
得
ら
れ
る
。
一
年
当
た
り
の
人
数
を
み
る
と
、
最
多
が
二
七
人
（
文
化
一
二
年
）、
最
少
二
人
（
文

政
五
年
）
で
、
平
均
す
る
と
一
二
・
一
人
と
な
る
。

奉
公
人
の
到
着
の
日
付
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
年
の
う
ち
で
時
期
が
特
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
二
月
か
ら
一
二
月
ま
で
ま
ん
べ

ん
な
く
記
事
が
あ
る
が
、
三
月
（
一
五
九
件
の
う
ち
二
五
件
）
と
九
月
（
同
三
〇
件
）
の
二
つ
の
ピ
ー
ク
が
み
ら
れ
る
。

供
給
元
に
着
目
す
る
と
、〈
伊
勢
抱
え
〉（「
勢
州
抱
」「
勢
州
勝
手
」「
い
せ
抱
」「
勢
州
よ
り
」
と
表
記
）、〈
京
抱
え
〉（「
京
抱
」「
京
勝

手
」
と
表
記
）、
そ
し
て
供
給
元
が
ど
こ
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
〈
記
載
な
し
〉
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
件
数
・
人

数
を
ま
と
め
た
も
の
が
第
2
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、〈
伊
勢
抱
え
〉
が
六
三
件
・
二
〇
九
人
、〈
京
抱
え
〉
が
一
七
件
・
七
〇
人
、
ま

た
〈
記
載
な
し
〉
が
七
九
件
・
二
二
八
人
と
な
る
。

こ
の
〈
記
載
な
し
〉
の
者
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
。
三
井
の
江
戸
店
に
お
い
て
、
子
供
の
供
給
元
に
つ
い
て
は
、〈
伊
勢
抱

え
〉〈
京
抱
え
〉
の
ほ
か
に
、〈
江
戸
抱
え
〉
を
加
え
た
三
つ
の
タ
イ
プ
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
到
着
記
事
の
う
ち
、
供
給
元
の

〈
記
載
な
し
〉
の
子
供
た
ち
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
う
ち
に
区
分
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
記
事
の
文
言
に
お
い
て
〝
道
中
無
事
に

「
下
着
」「
着
府
」
し
た
＂
と
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、、
彼
ら
は
〈
江
戸
抱
え
〉
で
は
な
い
。〈
伊
勢
抱
え
〉〈
京
抱
え
〉
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
提
の
も
と
に
、
以
下
に
お
い
て
は
江
戸
到
着
記
事
に
記
載
さ
れ
た
子
供
を
総
称
し
て
〈
江
戸
下
り

の
子
供
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
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第
１
表

　「
永

聴
記

」
に

お
け

る
子

供
の

江
戸

到
着

記
事

（
寛

政
9

年
〜

天
保

9
年

）

#
記

事
年

月
日

供
給

元
人

数
1

年
分

 
合

計

25
3

月
12日

勢
州

勝
手

4
26

9
月

5
日

勢
州

勝
手

3

27
享

和
2

年
3

月
19日

〈
記

載
な

し
〉

2
5

28
5

月
29日

勢
州

勝
手

3
　（

名
前

不
明

）

29
享

和
3

年
6

月
8

日
京

勝
手

7
　（

名
前

不
明

）
7

30
8

月
25日

〈
記

載
な

し
〉

不
明

（
名

前
不

明
）

31
文

化
元

年
3

月
12日

勢
州

勝
手

5
　（

名
前

不
明

）
5

32
文

化
2

年
9

月
7

日
〈

記
載

な
し

〉
6

　（
名

前
不

明
）

6

33
文

化
3

年
2

月
25日

〈
記

載
な

し
〉

3
　（

名
前

不
明

）
3

34
文

化
4

年
2

月
16日

〈
記

載
な

し
〉

2
16

35
3

月
17日

〈
記

載
な

し
〉

4
36

4
月

23日
〈

記
載

な
し

〉
4

37
4

月
28日

〈
記

載
な

し
〉

2
38

11月
6

日
〈

記
載

な
し

〉
2

39
11月

25日
〈

記
載

な
し

〉
2

40
文

化
5

年
3

月
1

日
勢

州
勝

手
5

22
41

5
月

25日
い

せ
抱

4
42

6
月

8
日

京
抱

5
43

10月
5

日
〈

記
載

な
し

〉
7

44
10月

5
日

勢
州

勝
手

1

45
文

化
6

年
2

月
10日

勢
州

抱
3

8
46

4
月

21日
京

抱
2

#
記

事
年

月
日

供
給

元
人

数
1

年
分

 
合

計

1
寛

政
9

年
2

月
13日

勢
州

勝
手

3
22

2
3

月
27日

勢
州

勝
手

3
3

4
月

8
日

京
勝

手
4

4
5

月
14日

〈
記

載
な

し
〉

1
5

6
月

21日
〈

記
載

な
し

〉
1

6
8

月
20日

勢
州

勝
手

2
7

9
月

24日
勢

州
勝

手
6

8
10月

14日
勢

州
勝

手
2

9
寛

政
10年

2
月

26日
勢

州
勝

手
6

20
10

3
月

10日
勢

州
勝

手
2

11
5

月
9

日
京

勝
手

6
12

5
月

13日
勢

州
勝

手
3

13
10月

2
日

勢
州

勝
手

3

14
寛

政
11年

2
月

5
日

勢
州

勝
手

2
18

15
3

月
4

日
勢

州
勝

手
2

16
3

月
30日

勢
州

勝
手

4
17

4
月

23日
京

勝
手

6
18

9
月

9
日

勢
州

勝
手

2
19

11月
10日

勢
州

勝
手

2

20
寛

政
12年

3
月

14日
勢

州
勝

手
1

4
21

4
月

2
日

勢
州

勝
手

2
22

4
月

10日
勢

州
勝

手
1

23
享

和
元

年
2

月
12日

勢
州

勝
手

2
12

24
2

月
21日

勢
州

勝
手

3
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#
記

事
年

月
日

供
給

元
人

数
1

年
分

 
合

計

47
5

月
3

日
勢

州
抱

2
48

9
月

9
日

〈
記

載
な

し
〉

1

49
文

化
7

年
5

月
13日

〈
記

載
な

し
〉

1
9

50
9

月
16日

勢
州

抱
8

51
文

化
8

年
9

月
18日

京
抱

4
4

52
文

化
9

年
9

月
22日

〈
記

載
な

し
〉

3
3

53
文

化
10年

3
月

23日
〈

記
載

な
し

〉
2

5
54

11月
2

日
京

勝
手

3

55
文

化
11年

8
月

19日
京

抱
5

8
56

10月
23日

勢
州

勝
手

3

57
文

化
12年

2
月

4
日

勢
州

抱
4

27
58

3
月

22日
〈

記
載

な
し

〉
4

59
4

月
26日

勢
州

抱
5

60
9

月
14日

勢
州

抱
7

61
11月

15日
勢

州
抱

4
62

11月
22日

京
抱

3

63
文

化
13年

2
月

5
日

勢
州

1
9

64
3

月
4

日
勢

州
抱

2
65

9
月

29日
勢

州
抱

6

66
文

化
14年

2
月

2
日

〈
記

載
な

し
〉

3
21

67
3

月
24日

勢
州

抱
3

68
5

月
17日

〈
記

載
な

し
〉

6
69

9
月

22日
従

勢
州

5
70

11月
18日

勢
州

抱
1

#
記

事
年

月
日

供
給

元
人

数
1

年
分

 
合

計

71
11月

23日
京

抱
3

72
文

政
元

年
2

月
23日

勢
州

抱
3

17
73

4
月

4
日

勢
州

抱
5

74
9

月
22日

勢
州

抱
6

75
9

月
25日

京
抱

1
76

11月
5

日
〈

記
載

な
し

〉
2

77
文

政
2

年
3

月
19日

勢
州

抱
5

9
78

閏
4

月
14日

勢
州

勝
手

2
79

9
月

13日
勢

州
勝

手
2

80
文

政
3

年
4

月
2

日
勢

州
抱

6
11

81
6

月
6

日
勢

州
抱

5

82
文

政
4

年
2

月
17日

勢
州

抱
2

12
83

4
月

1
日

〈
記

載
な

し
〉

3
84

9
月

19日
京

勝
手

4
85

11月
18日

勢
州

勝
手

3

86
文

政
5

年
9

月
1

日
京

勝
手

2
2

87
文

政
6

年
4

月
7

日
勢

州
抱

1
6

88
8

月
27日

〈
記

載
な

し
〉

5

89
文

政
7

年
4

月
28日

〈
記

載
な

し
〉

4
10

90
9

月
2

日
〈

記
載

な
し

〉
6

91
文

政
8

年
3

月
14日

〈
記

載
な

し
〉

5
11

92
5

月
27日

〈
記

載
な

し
〉

1
93

8
月

27日
〈

記
載

な
し

〉
3

94
10月

15日
〈

記
載

な
し

〉
2
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#
記

事
年

月
日

供
給

元
人

数
1

年
分

 
合

計

95
文

政
9

年
2

月
1

日
〈

記
載

な
し

〉
1

22
96

2
月

29日
〈

記
載

な
し

〉
7

97
4

月
24日

〈
記

載
な

し
〉

5
98

8
月

26日
〈

記
載

な
し

〉
2

99
9

月
28日

京
勝

手
4

100
10月

28日
〈

記
載

な
し

〉
3

101
文

政
10年

3
月

22日
〈

記
載

な
し

〉
2

11
102

5
月

2
日

〈
記

載
な

し
〉

3
103

5
月

27日
〈

記
載

な
し

〉
2

104
9

月
25日

〈
記

載
な

し
〉

4

105
文

政
11年

2
月

24日
〈

記
載

な
し

〉
2

21
106

4
月

18日
〈

記
載

な
し

〉
2

107
9

月
21日

〈
記

載
な

し
〉

2
108

10月
22日

〈
記

載
な

し
〉

5
109

11月
21日

〈
記

載
な

し
〉

5
110

12月
7

日
〈

記
載

な
し

〉
5

111
文

政
12年

3
月

5
日

〈
記

載
な

し
〉

5
9

112
6

月
24日

〈
記

載
な

し
〉

2
113

9
月

21日
〈

記
載

な
し

〉
2

114
天

保
元

年
3

月
10日

〈
記

載
な

し
〉

3
9

115
3

月
24日

〈
記

載
な

し
〉

2
116

5
月

3
日

〈
記

載
な

し
〉

2

117
11月

20日
〈

記
載

な
し

〉
2

118
天

保
2

年
4

月
7

日
〈

記
載

な
し

〉
6

13

#
記

事
年

月
日

供
給

元
人

数
1

年
分

 
合

計

119
5

月
18日

〈
記

載
な

し
〉

2
120

10月
10日

〈
記

載
な

し
〉

1
121

10月
13日

〈
記

載
な

し
〉

3
122

10月
21日

〈
記

載
な

し
〉

1

123
天

保
3

年
4

月
1

日
〈

記
載

な
し

〉
2

21
124

4
月

21日
〈

記
載

な
し

〉
1

125
5

月
3

日
〈

記
載

な
し

〉
1

126
6

月
25日

〈
記

載
な

し
〉

2
127

7
月

9
日

〈
記

載
な

し
〉

2
128

9
月

24日
〈

記
載

な
し

〉
8

129
9

月
29日

〈
記

載
な

し
〉

2
130

10月
14日

〈
記

載
な

し
〉

3

131
天

保
4

年
3

月
8

日
〈

記
載

な
し

〉
4

15
132

3
月

26日
〈

記
載

な
し

〉
2

133
4

月
17日

〈
記

載
な

し
〉

1
134

6
月

7
日

〈
記

載
な

し
〉

2
135

9
月

15日
〈

記
載

な
し

〉
4

136
10月

23日
〈

記
載

な
し

〉
2

137
天

保
5

年
2

月
4

日
〈

記
載

な
し

〉
1

10
138

9
月

19日
〈

記
載

な
し

〉
3

139
10月

3
日

〈
記

載
な

し
〉

3
140

11月
18日

〈
記

載
な

し
〉

3

141
天

保
6

年
3

月
20日

〈
記

載
な

し
〉

3
8

142
6

月
18日

勢
州

抱
3

143
9

月
25日

勢
州

抱
2
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二
　「
永
聴
記
」
の
半
元
服
記
事
と
の
照
合

本
節
で
検
討
し
た
い
の
は
、「
永
聴
記
」
の
江
戸
到
着
記
事
に
登
場
す
る
よ
う
な
、
江
戸

下
り
の
子
供
は
、
江
戸
本
店
の
奉
公
人
の
う
ち
ど
の
く
ら
い
の
比
率
を
占
め
る
の
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
江
戸
到
着
記
事
に
現
れ
な
い
子
供
た
ち
が
ど
の
程
度
存

在
す
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
通
し
が
付
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
「
永
聴
記
」

か
ら
、
江
戸
到
着
記
事
以
外
の
、
子
供
の
出
勤
・
出
店
に
関
す
る
記
事
を
探
し
て
み
る
。
管

見
の
限
り
で
は
、
以
下
の
五
件
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
年
代
順
に
示
し
て
み
る
。

出
所

）　「
永

聴
記

」（
三

井
文

庫
所

蔵
史

料
　

本
152, 153）。

注
）　［

供
給

元
］

の
〈

記
載

な
し

〉
は

供
給

元
に

つ
い

て
の

記
載

が
無

い
も

の
を

示
す

。

#
記

事
年

月
日

供
給

元
人

数
1

年
分

 
合

計

144
天

保
7

年
2

月
28日

勢
州

勝
手

5
24

145
4

月
3

日
勢

州
抱

5
146

5
月

5
日

〈
記

載
な

し
〉

1
147

5
月

28日
勢

州
勝

手
3

148
9

月
11日

〈
記

載
な

し
〉

4
149

12月
7

日
勢

州
抱

6

150
天

保
8

年
3

月
4

日
勢

州
抱

3
14

151
3

月
12日

勢
州

抱
2

#
記

事
年

月
日

供
給

元
人

数
1

年
分

 
合

計

152
4

月
25日

〈
記

載
な

し
〉

1
153

5
月

26日
京

都
抱

6
154

11月
25日

勢
州

勝
手

2

155
天

保
9

年
4

月
7

日
勢

州
よ

り
3

18
156

9
月

17日
京

勝
手

5
157

10月
1

日
勢

州
勝

手
3

158
10月

4
日

勢
州

勝
手

2
159

10月
25日

〈
記

載
な

し
〉

5

第 ２表　子供の江戸到着記事の 
件数・人数（寛政 9 年～天保 9 年）

供給元 件数 人数

〈伊勢抱え〉 63 209
〈京抱え〉 17 70
〈記載なし〉 79 228

159 507

出所）　第 １ 表より作成。
注）�　〈伊勢抱え〉は「勢州抱」「勢州勝手」「い

せ抱」「勢州より」等の表記を含む。�  
〈京抱え〉は「京抱」「京勝手」等の表記を
含む。�  

〈記載なし〉79件のうち 1 件（享和3. 8. 25） 
は人数記載なし。
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①
　（
文
化
四
年
三
月
一
八
日
）

一
当
店
勤
仕
子
供
中
川
斧
松
、
当

ｄ

地
抱
ニ
在
之
、
今
日
致
出
店
相
抱
申
候

②
　（
文
化
一
〇
年
五
月
一
三
日
）

一�

当
店
勤
仕
子
供
野
口
松
五
郎
、
右
者
生
国
幸
手
ニ
有
之
、
中
井
六
兵
衛
殿
口
入
ニ
而
致
出
勤
、
判
元
請
人
見
届
国
分
定
七
参
り
相
済
申

候
③

　（
文
政
一
一
年
一
〇
月
三
〇
日
）

一�

武
州
熊
谷
在
大
麻
生
村
喜
兵
衛
悴
古
沢
常
次
郎
、
芝
柴
井
町
越
中
屋
七
郎
右
衛
門
悴
小
野
巳
之
吉
、
右
両
人
無
拠
願
ニ
付
、
此
度
召
抱

申
候

④
　（
天
保
二
年
四
月
四
日
）

一
当
店
新
子
供
当

ｅ

地
抱
千
代
田
鉄
之
助
、
須
賀
大
次
郎
、
鈴
木
竹
次
郎
、
右
三
人
為
目
見
今
日
よ
り
致
出
勤
候

⑤
　（
天
保
四
年
一
〇
月
二
七
日
）

一
福
井
文
十
郎
殿
悴
文
六
儀
、
此
度
当
店
為
勤
仕
、
今
日
よ
り
出
店
い
た
し
候

こ
れ
ら
の
う
ち
①
、
④
に
「
当
地
抱
」（
傍
線
ｄ
．ｅ
）
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
具
体
的
な
地
名
の
記
載

は
な
い
が
、「
当
地
」
と
は
江
戸
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
②
の
野
口
松
五
郎
は
武
州
幸
手
、
③
の
古
沢
常
次
郎
は
武
州
熊
谷
在
、
小
野
巳

之
吉
は
江
戸
柴
井
町
と
、
い
ず
れ
も
武
州
ま
た
は
江
戸
の
出
身
で
あ
る
。
⑤
も
江
戸
本
店
元
方
掛
名
代
で
あ
る
福
井
文
十
郎
の
倅
な
の
で
江

戸
出
身
と
み
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
者
た
ち
を
〈
江
戸
抱
え
〉
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
す
る
。

さ
ら
に
②
・
③
・
⑤
は
、
特
別
の
縁
故
に
基
づ
く
奉
公
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
②
の
野
口
松
五
郎
は
、
江
戸
芝
口
店
元
〆
役
の
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中
井
六
兵
衛
を
仲
介
と
す
る
者
で
あ
り
、
⑤
の
福
井
文
六
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
江
戸
本
店
元
方
掛
名
代
の
子
息
で
あ
る
。
③
の
古
沢
常

次
郎
・
小
野
巳
之
吉
も
、
子
細
は
不
明
で
あ
る
が
「
無
拠
願
」
に
よ
り
、
江
戸
本
店
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、「
永
聴
記
」
か
ら
は
、
江
戸
到
着
記
事
に
現
れ
る
者
以
外
に
も
、
特
別
な
縁
故
等
に
基
づ
い
て
採
用
さ
れ
る
、
江
戸
や
武
蔵
国
出

身
の
〈
江
戸
抱
え
〉
の
子
供
の
記
事
を
拾
う
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
見
出
さ
れ
た
件
数
は
五
件
と
僅
少
で
あ
る
。

次
に
検
討
し
た
い
の
は
〈
江
戸
抱
え
〉
の
子
供
は
、
実
際
に
稀
な
事
例
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
「
永
聴
記
」
に
記
さ
れ
た
の
は
例
外

的
な
事
例
の
み
で
、
実
は
ほ
か
に
も
多
く
の
〈
江
戸
抱
え
〉
の
子
供
た
ち
が
存
在
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、「
永
聴
記
」
の
江
戸
到
着
記
事
に
あ
ら
わ
れ
る
江
戸
下
り
の
子
供
が
、
江
戸
本
店
の
奉
公
人
の
う
ち
ど
の
く
ら
い

の
比
率
を
占
め
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
奉
公
人
請
状
控
の
よ
う
な
奉
公
に
上
が
っ
た
子
供
に
つ
い
て
網
羅
的
に

記
録
し
た
史
料
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
「
永
聴
記
」
の
江
戸
到
着
記
事
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
江
戸
本
店
に
は

そ
の
よ
う
な
史
料
は
現
存
し
な
い
。

こ
れ
を
代
替
す
る
次
善
の
方
法
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
手
だ
て
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
江
戸
本
店
の
奉
公
人
に
つ
い
て
、
あ
る

職
階
に
昇
進
し
た
者
の
リ
ス
ト
を
一
定
期
間
分
準
備
し
、
そ
れ
と
「
永
聴
記
」
の
子
供
の
到
着
記
事
を
照
合
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ

の
作
業
の
結
果
に
よ
り
、
厳
密
な
形
で
は
な
い
が
、
江
戸
本
店
の
子
供
の
う
ち
江
戸
下
り
の
者
が
占
め
る
比
率
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
ど
の
職
階
で
昇
進
者
の
リ
ス
ト
が
作
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
る
べ
く
な
ら
ば
奉
公
開
始
か
ら
年
数

が
経
過
し
て
い
な
い
職
階
で
の
リ
ス
ト
が
望
ま
し
い
。
着
目
し
た
い
の
は
「
永
聴
記
」
の
な
か
の
半
元
服
の
記
事
で
あ
る
。
半
元
服
は
本
元

服
に
先
立
つ
も
の
で
、
入
店
し
た
子
供
に
と
っ
て
は
昇
進
過
程
の
第
一
段
階
で
あ
る
。
江
戸
本
店
の
場
合
、
入
店
後
二
～
三
年
た
っ
た
子
供

を
対
象
に
申
し
渡
さ
れ
る
。「
永
聴
記
」
に
は
年
に
二
度
、
七
月
と
一
二
月
に
、
本
元
服
・
半
元
服
の
申
渡
し
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
次
の

史
料
は
そ
の
例
を
示
す
も
の
で
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
七
月
五
日
付
の
記
事
で
あ
る
。
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　（
寛
政
一
一
年
七
月
五
日
）

　
一
夜
前
惣
寄
会
之
上
、
元
服
申
渡
候
所
、
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
永
七
三
郎
、
内
田
四
郎
松
、
西
川
安
吉

　
　
　
　
本
元
服

　
　
岡
村
六
次
郎
、
角
ノ
藤
三
郎
、
西
浦
惣
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
村
彦
吉
、
西
山
岩
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
八
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森

ｆ

田
佐
吉
、
御
子
菊
松
、
辻
亀
次
郎

　
　
　
　
半
元
服

　
　
堀
田
吉
五
郎
、
坂
本
吉
松
、
山
川
小
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
彦
一
、
小
川
久
之
助
、
永
福
与
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
木
辰
次
郎
、
山
崎
小
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
十
一
人

七
月
四
日
夜
の
惣
寄
会
に
お
い
て
、
勝
永
七
三
郎
以
下
八
人
に
対
し
て
本
元
服
が
申
し
渡
さ
れ
、
ま
た
森
田
佐
吉
（
傍
線
ｆ
）
以
下
一
一

人
に
対
し
て
半
元
服
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
森
田
佐
吉
は
、
第
一
節
に
掲
げ
た
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
二
月
一
三
日
の
江
戸

到
着
記
事
に
あ
ら
わ
れ
た
森
田
佐
吉
と
同
一
人
物
と
推
測
さ
れ
る
。

第
3
表
は
「
永
聴
記
」
の
半
元
服
の
記
事
を
も
と
に
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
ま
で
に
、
半
元
服
が
命

ぜ
ら
れ
た
者
の
人
数
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
二
年
（
八
四
季
）
の
間
に
、
本
元
服
・
半
元
服
の
申
渡
し
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
五
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六
季
で
、
本
元
服
が
二
九
九
人
、
半
元
服
が
三
九
六
人
で
あ
る
。
こ
の
表
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
「
永
聴
記
」
の
半
元
服
の
記
事
は
、
網
羅

的
に
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
四
二
年
八
四
季
の
う
ち
二
八
季
に
つ
い
て
は
、
本
元
服
・
半
元
服
申
渡
し
の
記
事
が
欠
け
て
い
る
。
実

際
に
、
申
渡
し
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
七
月
か
ら
文
化
四
年
七
月
ま
で
三
年
半

に
わ
た
り
記
録
が
な
い
が
、
実
際
に
こ
の
期
間
中
に
本
元
服
・
半
元
服
の
申
渡
し
が
一
切
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
の
で
、「
永

聴
記
」
に
記
録
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
具
合
の
悪
い
こ
と
に
、「
永
聴
記
」
の
半
元
服
の
申
渡
し
の
記
事

五
六
件
の
う
ち
一
二
件
は
申
し
渡
さ
れ
た
者
の
名
前
の
う
ち
名
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
名
字
が
無
い
場
合
、
到
着
記
事
に
あ
ら
わ
れ
る
子

供
と
の
照
合
が
き
わ
め
て
困
難
に
な
る

（

）
1

。

年　　月 本元服 　半元服 第 4 表

寛政 9 年 7 月 7 11
寛政 9 年12月 9 6

寛政10年 7 月 ― ―
寛政10年12月 5 3（名字無し）

寛政11年 7 月 8 11

①

寛政11年12月 5 10

寛政12年 7 月 7 8
寛政12年12月 4 7

享和元年 7 月 3 7
享和元年12月 6 9

享和 2 年 7 月 ― ―
享和 2 年12月 6 5（名字無し）

享和 3 年 7 月 7 12（名字無し）
享和 3 年12月 7 3（名字無し）

文化元年 7 月 ― ―
文化元年12月 ― ―

文化 2 年 7 月 ― ―
文化 2 年12月 ― ―

文化 3 年 7 月 ― ―
文化 3 年12月 ― ―

文化 4 年 7 月 ―
文化 4 年12月 6 9

②

文化 5 年 7 月 2 11
文化 5 年12月 3 7

文化 6 年 7 月 2 7
文化 6 年12月 5 5

文化 7 年 7 月 6 8
文化 7 年12月 5 12

文化 8 年 7 月 6 5
文化 8 年12月 ― ―

文化 9 年 7 月 ― ―
文化 9 年12月 4 5

文化10年 7 月 5 12（名字無し）
文化10年12月 ― ―

文化11年 7 月 ― ―
文化11年12月 ― ―

第 ３表　江戸本店における半元服者の人数
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そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
永
聴
記
」
に
お
い
て
名
字
を
含
め
て
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
あ
る
程
度
継
続
し
て
半
元
服
記
事
が
残
っ
て

い
る
期
間
に
限
定
し
て
、
半
元
服
者
と
江
戸
到
着
記
事
の
照
合
作
業
を
行
う
。
具
体
的
に
は
四
季
（
二
年
）
以
上
、
連
続
し
て
半
元
服
記
事

が
載
っ
て
い
る
五
つ
の
期
間
（
第
3
表
網
掛
け
部
分
）
を
抽
出
し
て
半
元
服
者
の
リ
ス
ト
を
つ
く
り
、
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
と
対
照
さ
せ
、

同
一
人
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
人
物
に
つ
い
て

（

）
2

、
そ
の
名
前
と
江
戸
到
着
の
時
期
に
つ
い
て
記
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
第

4
表
①
か
ら
⑤
ま
で
の
五
つ
の
表
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
五
つ
の
期
間
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
半
元
服
者
の
人
数
と
、
そ
の
う
ち
江
戸
到
着
記
事
と
対
照
で
き
る
者
の
人
数
は
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

年　　月 本元服 　半元服 第 4 表

文化12年 7 月 ― ―
文化12年12月 ― ―

文化13年 7 月 ― ―
文化13年12月 7 6

③
文化14年 7 月 5 4
文化14年12月 4 6

文政元年 7 月 12 8
文政元年12月 ― ―

文政 2 年 7 月 4 4（名字無し）
文政 2 年12月 ― ―

文政 3 年 7 月 8 8
文政 3 年12月 ― ―

文政 4 年 7 月 8 7（名字無し）
文政 4 年12月 6 11（名字無し）

文政 5 年 7 月 5 8（名字無し）
文政 5 年12月 4 5（名字無し）

文政 6 年 7 月 4 6（名字無し）
文政 6 年12月 8 8（名字無し）

文政 7 年 7 月 2 9
文政 7 年12月 6 7

文政 8 年 7 月 5 11
文政 8 年12月 ― ―

文政 9 年 7 月 ― ―
文政 9 年12月 5 6

文政10年 7 月 4 4
文政10年12月 5 8

文政11年 7 月 ― ―
文政11年12月 10 6

文政12年 7 月 4 5
文政12年12月 ― ―

文政13年 7 月 7 6
文政13年12月 ― ―

天保 2 年 7 月 5 9

④
天保 2 年12月 6 8

天保 3 年 7 月 7 7
天保 3 年12月 5 6

天保 4 年 7 月 ― ―
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事
と
対
照
で
き
る
者
は
一
六
九
人
で
、
そ
の
比
率
は
八
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
対
応
す
る
江
戸
到
着
記
事
が
み
ら
れ
な
い
半
元
服
者
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
か
。

第
一
に
、
そ
の
者
が
江
戸
に
下
っ
て
来
た
の
で
は
な
く
、〈
江
戸
抱
え
〉
で
あ
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
天
保
二
年
（
一
八
三

一
）
七
月
の
小
野
巳
之
吉
（
第
4
表
④
）、
天
保
四
年
一
二
月
の
鈴
木
竹
二
郎
（
第
4
表
⑤
）、
天
保
七
年
七
月
の
福
井
文
六
（
同
）
は
、
先

に
史
料
を
掲
げ
た
よ
う
に
「
永
聴
記
」
に
入
店
時
の
記
事
が
あ
り
、〈
江
戸
抱
え
〉
に
該
当
す
る
。
彼
ら
以
外
に
も
〈
江
戸
抱
え
〉
が
存
在

す
る
可
能
性
は
あ
る
。

第
二
に
は
、
江
戸
到
着
か
ら
半
元
服
ま
で
の
間
に
、
名
字
を
含
め
て
改
名
し
た
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

①
　
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
七
月
～
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
一
二
月

　
　

　
五
二
人
中

　
四
五
人
（
八
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）

②
　
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
一
二
月
～
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
七
月

　
　
　

　
四
四
人
中

　
三
五
人
（
七
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）

③
　
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
一
二
月
～
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
七
月

　
　

　
二
四
人
中

　
二
二
人
（
九
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）

④
　
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
七
月
～
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
一
二
月

　
　
　

　
三
〇
人
中

　
二
四
人
（
八
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）

⑤
　
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
一
二
月
～
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
七
月

　
　
　

　
五
〇
人
中

　
四
三
人
（
八
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）

五
つ
の
期
間
を
合
計
す
る
と
、
半
元
服
者
は
二
〇
〇
人
、
そ
の
う
ち
江
戸
到
着
記

年　　月 本元服 　半元服 第 4 表

天保 4 年12月 3 7

⑤

天保 5 年 7 月 3 7
天保 5 年12月 4 4

天保 6 年 7 月 7 8
天保 6 年12月 6 9

天保 7 年 7 月 5 9
天保 7 年12月 4 5

天保 8 年 7 月 3 1
天保 8 年12月 ― ―

天保 9 年 7 月 ― ―
天保 9 年12月 ― ―

出所）　「永聴記」（三井文庫所蔵史料　本152, 153）。
注）　「―」は記事なし。本元服の人数に仮元服等は含まな
い。
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第 ４表①　�半元服と子供江戸到着記事の対照 
（寛政11年 7 月～享和元年 12月）

半　元　服 江　戸　到　着

年　月 名　前 年　月 名　前 供給元

寛政11年 7 月 森田佐吉 寛政 9 年 2 月 森田佐吉 〈伊勢抱え〉
御子菊松
辻亀次郎
堀田吉五郎
坂本吉松 寛政 9 年 3 月 坂本吉松 〈伊勢抱え〉
山川小吉 寛政 9 年 3 月 山川小吉 〈伊勢抱え〉
渡辺彦一 寛政 9 年 4 月 渡辺富之助 〈京抱え〉
北川久之助 寛政 9 年 4 月 北川与惣松 〈京抱え〉
永福与四郎 寛政 9 年 4 月 永福与四郎 〈京抱え〉
沢木辰次郎 寛政 9 年 5 月 沢木辰次郎 〈記載なし〉
山崎小三郎 寛政 9 年 6 月 山崎巳三郎 〈記載なし〉

寛政11年12月 野中藤之助
臼井善之助 寛政 9 年 8 月 臼井亀之助 〈伊勢抱え〉
河合善蔵
桂山三之助 寛政 9 年 9 月 桂山三之丞 〈伊勢抱え〉
桑原和次郎 寛政 9 年 9 月 桑山松次郎 〈伊勢抱え〉
浦和松之助 寛政 9 年 9 月 浦和松之助 〈伊勢抱え〉
河村源四郎
上村友次郎 寛政 9 年10月 上村藤次郎 〈伊勢抱え〉
西村長之助 寛政 9 年 8 月 西村種五郎 〈伊勢抱え〉
西山市之助 寛政 9 年10月 西山鹿之助 〈伊勢抱え〉

寛政12年 7 月 谷亀三郎 寛政10年 2 月 谷亀次郎 〈伊勢抱え〉
滝本友五郎 寛政10年 2 月 滝本友蔵 〈伊勢抱え〉
島地栄蔵 寛政10年 2 月 島地栄蔵 〈伊勢抱え〉
塩崎林之助 寛政10年 2 月 塩崎林蔵 〈伊勢抱え〉
前田弥市 寛政10年 2 月 前田弥太郎 〈伊勢抱え〉
藤方次郎 寛政10年 2 月 藤方秀三郎 〈伊勢抱え〉
松田勘四郎 寛政10年 3 月 松田嘉太郎 〈伊勢抱え〉
小田勘四郎 寛政10年 3 月 小田勘四郎 〈伊勢抱え〉

寛政12年12月 吉田勇次郎 寛政10年 5 月 吉田勇次郎 〈京抱え〉
上田久次郎 寛政10年 5 月 上田久三郎 〈京抱え〉
西村常次郎 寛政10年 5 月 西村常次郎 〈京抱え〉
西村孫吉 寛政10年 5 月 西村孫吉 〈京抱え〉
下倉常吉 寛政10年 5 月 上倉常吉 〈伊勢抱え〉
福田直之助 寛政10年 5 月 福田直之助 〈伊勢抱え〉
増田奥次郎 寛政10年 5 月 増田奥次郎 〈伊勢抱え〉

享和元年 7 月 寺田善太郎 寛政10年 5 月 寺田善之助 〈京抱え〉
浦田常七 寛政10年10月 浦田藤次郎 〈伊勢抱え〉
森惣太郎 寛政10年10月 森藤三郎 〈伊勢抱え〉
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牧野富吉 寛政10年10月 牧野留吉 〈伊勢抱え〉
脇田源太郎 寛政11年 2 月 脇田源次郎 〈伊勢抱え〉
田所伊三吉 寛政11年 2 月 田所伊三郎 〈伊勢抱え〉
辻勘三郎 寛政11年 3 月 辻勘蔵 〈伊勢抱え〉

享和元年12月 小林林次郎
宮崎久太郎 寛政11年 3 月 宮崎久次郎 〈伊勢抱え〉
堀江為吉 寛政11年 3 月 堀江勇蔵 〈伊勢抱え〉
山咲勇蔵 寛政11年 3 月 山崎為吉 〈伊勢抱え〉
荒木虎吉 寛政11年 4 月 荒木虎吉 〈京抱え〉
高野小次郎 寛政11年 4 月 高野小次郎 〈京抱え〉
田中佐次郎 寛政11年 4 月 田中佐次郎 〈京抱え〉
佐々木吉三郎 寛政11年 4 月 佐々木吉三郎 〈京抱え〉
高木市太郎 寛政11年 4 月 高木市太郎 〈京抱え〉

第 ４表②　�半元服と子供江戸到着記事の対照 
（文化 5 年 12 月～文化 8 年 7 月）

半　元　服 江　戸　到　着

年　月 名　前 年　月 名　前 供給元

文化 5 年12月 森本新次郎
中邑総太郎
松田長之助
中川斧松 （江戸）
川本竹次郎 文化 4 年 3 月 川本竹次郎 〈記載なし〉
西田藤五郎 文化 4 年 3 月 西田藤五郎 〈記載なし〉
村田鉄五郎 文化 4 年 3 月 村田鉄五郎 〈記載なし〉

文化 6 年 7 月 松野太三郎 文化 4 年 3 月 松野太三郎 〈記載なし〉
渋谷卯之吉 文化 4 年 4 月 渋谷卯之吉 〈記載なし〉
渋谷千之助 文化 4 年 4 月 森田千之助 〈記載なし〉
渋谷戸三郎 文化 4 年 4 月 渋谷戸三郎 〈記載なし〉
和田乙松 文化 4 年 4 月 和田乙松 〈記載なし〉
伊阪岩三郎 文化 4 年 4 月 井坂岩三郎 〈記載なし〉
馬淵幸次郎 文化 4 年 4 月 馬淵幸次郎 〈記載なし〉

文化 6 年12月 須藤□次郎
早野与五郎 文化 4 年11月 早野与五郎 〈記載なし〉
早野豊次郎 文化 4 年11月 早野豊次郎 〈記載なし〉
山本忠之助 文化 4 年11月 山本元吉 〈記載なし〉
山本清三郎 文化 4 年11月 山本源蔵 〈記載なし〉

文化 7 年 7 月 岡本万介 文化 5 年 3 月 岡本万助 〈伊勢抱え〉
坂くら万次郎 文化 5 年 3 月 坂倉万次郎 〈伊勢抱え〉
小林甚蔵 文化 5 年 3 月 小林甚之助 〈伊勢抱え〉
川端富五郎 文化 5 年 3 月 川端富五郎 〈伊勢抱え〉
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西村秀五郎 文化 5 年 3 月 西村秀五郎 〈伊勢抱え〉
西井捨五郎
大久保十次郎
脇坂鉄三郎 文化 5 年 6 月 脇坂鉄三郎 〈京抱え〉

文化 7 年12月 山本吉六 文化 5 年 5 月 山本吉六 〈伊勢抱え〉
村林銀次郎 文化 5 年 5 月 村林銀次郎 〈伊勢抱え〉
芝山善蔵 文化 5 年 6 月 芝山善蔵 〈京抱え〉
福井彦五郎 文化 5 年 6 月 福井彦五郎 〈京抱え〉
多田作之介
森内藤吉 文化 5 年10月 森内藤吉 〈記載なし〉
北村徳五郎 文化 5 年10月 北村徳五郎 〈記載なし〉
近藤常吉 文化 5 年10月 近藤常吉 〈記載なし〉
岩上又吉 文化 5 年10月 岩山又吉 〈記載なし〉
松本金五郎 文化 5 年10月 松本金五郎 〈記載なし〉
依田伝三郎 文化 5 年10月 寄田伝三郎 〈記載なし〉
奥野太次郎 文化 5 年10月 奥野多次郎 〈記載なし〉

文化 8 年 7 月 佐藤利三郎 文化 5 年 6 月 佐藤利三郎 〈京抱え〉
岡本嘉吉
奥井三四郎 文化 6 年 2 月 奥井三四郎 〈伊勢抱え〉
久留内熊次郎 文化 6 年 2 月 久留目熊次郎 〈伊勢抱え〉
一色亀吉 文化 6 年 2 月 一色亀吉 〈伊勢抱え〉

第 ４表③　�半元服と子供江戸到着記事の対照 
（文化 13 年 12 月～文政元年 7 月）

半　元　服 江　戸　到　着

年　月 名　前 年　月 名　前 供給元

文化13年12月 森栄吉
奥野惣蔵 文化11年10月 奥野惣蔵 〈伊勢抱え〉
中津万次郎 文化11年10月 中津万吉 〈伊勢抱え〉
山路市松 文化12年 2 月 山路市松 〈伊勢抱え〉
小林庄蔵 文化12年 2 月 小林庄蔵 〈伊勢抱え〉
大塚伊之助

文化14年 7 月 中西惣吉 文化12年 4 月 中西惣吉 〈伊勢抱え〉
西岡弥五郎 文化12年 4 月 西岡弥五郎 〈伊勢抱え〉
坂村又次郎 文化12年 4 月 坂村又次郎 〈伊勢抱え〉
須田伊三吉 文化12年 4 月 須田伊三吉 〈伊勢抱え〉

文化14年12月 飯田三之助 文化12年 9 月 飯田之丞 〈伊勢抱え〉
大野富之助 文化12年 9 月 大野富之助 〈伊勢抱え〉
辻平吉 文化12年 9 月 辻平吉 〈伊勢抱え〉
南菊太郎 文化12年 9 月 南菊太郎 〈伊勢抱え〉
池田勇三郎 文化12年 9 月 池田祐次郎 〈伊勢抱え〉
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小林梅次郎 文化12年 9 月 小林梅次郎 〈伊勢抱え〉

文政元年 7 月 長井為次郎 文化12年11月 長井為次郎 〈伊勢抱え〉
大西文次郎 文化12年11月 大西文三郎 〈伊勢抱え〉
梶木辰吉 文化12年11月 堀木辰吉 〈伊勢抱え〉
草野甚七 文化12年12月 草野甚吉 〈京抱え〉
橋本卯之助 文化12年12月 橋本卯之助 〈京抱え〉
富田幸次郎 文化12年12月 富田幸次郎 〈伊勢抱え〉
南出岩吉 文化13年 3 月 南出岩吉 〈伊勢抱え〉
中津吉太郎 文化13年 3 月 中津吉五郎 〈伊勢抱え〉

第 ４表④　�半元服と子供江戸到着記事の対照 
（天保 2 年 7 月～天保 3 年 12 月）

半　元　服 江　戸　到　着

年　月 名　前 年　月 名　前 供給元

天保 2 年 7 月 小野巳之吉 （江戸）
金岩新之助 文政11年11月 金岩新吉 〈記載なし〉
藤井小次郎 文政11年11月 藤井小作 〈記載なし〉
小柴伊之助 文政11年11月 小柴伊三郎 〈記載なし〉
奥野勝五郎
広村清太郎 文政11年12月 広村清三郎 〈記載なし〉
榊原長吉 文政11年12月 榊原菊次郎 〈記載なし〉
西村七之助 文政11年12月 西村寅蔵 〈記載なし〉
清水吉之助 文政11年12月 清水徳之助 〈記載なし〉

天保 2 年12月 北村丑之介 文政12年 3 月 北村丑之助 〈記載なし〉
井坂新次郎 文政12年 3 月 井坂藤吉 〈記載なし〉
北出茂吉 文政12年 3 月 北出茂吉 〈記載なし〉
中谷長之介 文政12年 3 月 中谷長之介 〈記載なし〉
田垣惣太郎 文政12年 3 月 田垣良三郎 〈記載なし〉
高木多次郎 文政12年 6 月 高木多次郎 〈記載なし〉
高木栄太郎 文政12年 6 月 高木栄次郎 〈記載なし〉
岡村甚三郎 文政12年 9 月 岡村甚三郎 〈記載なし〉

天保 3 年 7 月 坂井久之介 天保元年 3 月 坂井久之助 〈記載なし〉
村林乙吉 天保元年 3 月 村林乙吉 〈記載なし〉
橋巳之介 天保元年 3 月 橘巳之助 〈記載なし〉
幸治三之介 天保元年 3 月 幸治定三郎 〈記載なし〉
荒木庄次郎 天保元年 3 月 荒木庄太郎 〈記載なし〉
西野惣次郎 天保元年 5 月 西野惣次郎 〈記載なし〉
西野鉄五郎 天保元年 5 月 西野鉄次郎 〈記載なし〉

天保 3 年12月 渋谷勘蔵
榎木徳次郎
高野清之助
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川端新太郎 天保元年11月 川端新吉 〈記載なし〉
南長松 天保元年11月 南長之助 〈記載なし〉
大井多吉

第 ４表⑤　�半元服と子供江戸到着記事の対照 
（天保 4 年 12 月～天保 8 年 7 月）

半　元　服 江　戸　到　着

年　月 名　前 年　月 名　前 供給元

天保 4 年12月 鈴木竹次郎 （江戸）
西岡寅次郎 天保 2 年 5 月 西岡寅次郎 〈記載なし〉
黒瀬松五郎 天保 2 年 5 月 黒坂松五郎 〈記載なし〉
須川喜之助 天保 2 年10月 須川愛之助 〈記載なし〉
宮田久太郎 天保 2 年10月 宮田久太郎 〈記載なし〉
大西梅吉 天保 2 年10月 大西梅吉 〈記載なし〉
岡平三郎 天保 2 年10月 岡平三郎 〈記載なし〉

天保 5 年 7 月 村木松次郎 天保 2 年10月 村木松次郎 〈記載なし〉
野呂佐次郎
清水作次郎
中村平吉 天保 3 年 4 月 中村角松 〈記載なし〉
中川弥吉 天保 3 年 4 月 中川弥三郎 〈記載なし〉
最上寅吉
村上小三郎 天保 3 年 4 月 村上小次郎 〈記載なし〉

天保 5 年12月 鈴木嘉十郎 天保 3 年 5 月 鈴木嘉十郎 〈記載なし〉
藤本喜太郎 天保 3 年 6 月 藤本喜三郎 〈記載なし〉
髙橋亀吉 天保 3 年 6 月 髙橋亀吉 〈記載なし〉
太田与吉 天保 3 年 7 月 太田与吉 〈記載なし〉

天保 6 年 7 月 山本政吉 天保 3 年 9 月 山本政吉 〈記載なし〉
矢田栄吉 天保 3 年 9 月 矢田栄吉 〈記載なし〉
春日忠之介 天保 3 年 9 月 春日忠太郎 〈記載なし〉
渡辺伊之助 天保 3 年 9 月 渡辺民蔵 〈記載なし〉
佐野浅次郎 天保 3 年 9 月 佐野浅次郎 〈記載なし〉
児玉幸之介 天保 3 年 9 月 児玉斧次郎 〈記載なし〉
児玉卯之介 天保 3 年 9 月 児玉注連五郎 〈記載なし〉
重村常太郎 天保 3 年 9 月 重村常次郎 〈記載なし〉

天保 6 年12月 真野辰三郎 天保 3 年10月 真野辰三郎 〈記載なし〉
増木辰五郎 天保 3 年10月 増本辰五郎 〈記載なし〉
芝原辰之介 天保 3 年10月 芝原辰之介 〈記載なし〉
中村忠次郎
藤原栄次郎 天保 4 年 3 月 藤原栄次郎 〈記載なし〉
森田幸太郎 天保 4 年 3 月 芝山幸太郎 〈記載なし〉
渡辺政次郎 天保 4 年 3 月 渡辺喜市 〈記載なし〉
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村田伝之介 天保 4 年 3 月 村田伝三郎 〈記載なし〉
岡田政太郎 天保 4 年 3 月 岡田佐吉 〈記載なし〉

天保 7 年 7 月 三田清六 天保 4 年 4 月 三田清吉 〈記載なし〉
西谷彦次郎 天保 4 年 6 月 西谷彦次郎 〈記載なし〉
香村専次郎 天保 4 年 6 月 香村千次郎 〈記載なし〉
松田乙松 天保 4 年 9 月 松田音松 〈記載なし〉
丹羽文之助 天保 4 年 9 月 丹羽助之丞 〈記載なし〉
川本庄太郎 天保 4 年 9 月 川本喜三太 〈記載なし〉
植村由之助 天保 4 年 9 月 植村吉三郎 〈記載なし〉
辻梅太郎 天保 4 年10月 辻梅吉 〈記載なし〉
福井文六 （江戸）

天保 7 年12月 小出重之助 天保 5 年 2 月 小出金之助 〈記載なし〉
国本十三郎 天保 5 年 9 月 国本徳三郎 〈記載なし〉
鈴木卯三郎
魚住民三郎 天保 5 年10月 魚住新太郎 〈記載なし〉
桑原七之助 天保 5 年10月 桑原七太郎 〈記載なし〉

天保 8 年 7 月 野口平五郎 天保 6 年 3 月 野口十次郎 〈記載なし〉

出所）　「永聴記」（三井文庫所蔵史料　本152，153）。
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数
と
み
な
す
に
は
不
都
合
な
点
が
あ
る
。

	

　
一
つ
は
、
京
本
店
の
子
供
の
人
数
と
の
比
較
で
あ
る
。
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
デ
ー
タ
で
比
較
す
る
と
、
江
戸
本
店
に
は
六
四
人
の

子
供
が
お
り
、
京
本
店
の
子
供
は
四
一
人
で
、
京
本
店
の
方
が
少
な
い
（『
三
井
事
業
史

　
本
篇
一
』
第
五
章
・
第
5

―

9
表
）。
一
方
、
京
本

店
で
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
ま
で
の
間
に
五
四
四
人
の
子
供
が
入
店
し
て
い
る
（
西
坂
『
三
井
越
後
屋
奉

公
人
の
研
究
』
第
4
章
・
第
1
表
よ
り
計
算
）。
こ
の
人
数
は
、
同
期
間
の
江
戸
本
店
の
到
着
記
事
に
あ
ら
わ
れ
る
子
供
の
人
数
五
〇
七
人
を

上
回
っ
て
い
る
。
両
店
の
奉
公
人
の
量
的
規
模
を
考
え
る
と
、
江
戸
本
店
の
子
供
人
数
の
方
が
少
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。

	

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
江
戸
本
店
に
お
け
る
半
元
服
の
人
数
の
推
測
値
と
の
比
較
で
あ
る
。「
永
聴
記
」
で
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
ま
で
の
四
二
年
・
八
四
季
の
う
ち
、
五
五
季
に
半
元
服
の
記
事
が
あ
り
、
三
九
六
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
季
当

た
り
七
・
二
人
で
あ
り
、
一
年
当
た
り
に
換
算
す
る
と
一
四
・
四
人
と
な
る
。
こ
の
人
数
は
、
江
戸
本
店
の
到
着
記
事
に
現
わ
れ
る
子
供
の
、

一
年
当
た
り
の
人
数
一
二
・
一
人
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
江
戸
本
店
の
子
供
の
到
着
記
事
に
あ
ら
わ
れ
る
五
〇
七
人
を
そ
の
ま
ま
江
戸
本
店
の
新
規
入
店
の
子
供
の
数
と
み

な
す
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
到
着
記
事
と
し
て
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
が
存
在
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
実
際
の
人
数
は
五
〇
七
人
よ
り
多
か
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

三
　「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
と
の
照
合

第
一
節
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、「
永
聴
記
」
に
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
ま
で
の
四
二
年
の

間
に
、
江
戸
に
下
っ
て
来
た
子
供
五
〇
七
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
供
給
元
に
着
目
す
る
と
、〈
伊
勢
抱
え
〉
が
二
〇
九
人
、〈
京
抱
え
〉
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が
七
〇
人
、〈
記
載
な
し
〉
が
二
二
八
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
〈
記
載
な
し
〉
の
者
た
ち
に
つ
い
て
は
、
実
際
は
〈
伊
勢
抱
え
〉
か
〈
京

抱
え
〉
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
本
節
で
は
〈
記
載
な
し
〉
に
占
め
る
〈
伊
勢
抱
え
〉
と
〈
京
抱
え
〉
の
比
率
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

こ
こ
で
着
目
す
る
の
は
、
京
本
店
が
作
成
し
た
「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
二
番

（

）
1

と
い
う
史
料
で
あ
る
。
先
に
江
戸
本
店
に
は
奉
公
人

を
網
羅
的
に
記
載
す
る
よ
う
な
奉
公
人
請
状
の
控
が
な
い
と
述
べ
た
が
、「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
は
〈
京
抱
え
〉
の
奉
公
人
に
限
定

し
た
請
状
の
控
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
京
本
店
で
抱
え
ら
れ
、
江
戸
本
店
で
勤
務
す
る
た
め
江
戸
に
下
っ
た
者
た
ち
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
京
本
店
が
作
成
し
た
請
状
の
控
帳
に
は
、
似
た
名
前
の
「
京
本
店
手
代
子
供
請
状

（

）
2

」
が
あ
る
。
こ
れ
は
京
本
店
の
店
表
奉
公
人
に
つ

い
て
請
状
番
号
を
つ
け
て
整
理
し
た
も
の
で
、
京
本
店
に
奉
公
に
上
が
っ
た
子
供
を
網
羅
し
て
い
る
。「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
も
同

様
の
形
で
、
江
戸
本
店
に
下
っ
た
〈
京
抱
え
〉
の
子
供
を
網
羅
的
に
記
録
し
た
史
料
で
あ
る
と
と
ら
え
、
そ
れ
を
前
提
に
検
討
を
進
め
る
こ

と
に
す
る
。

こ
の
「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
二
番
に
は
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
か
ら
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
ま
で
の
九
三
年
間
に
、
三

九
一
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
者
た
ち
に
は
、
四
六
〇
番
か
ら
八
四
九
番
ま
で
の
請
状
の
整
理
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
（
番
号
無
し

が
一
人
い
る
）。
ち
な
み
に
こ
の
帳
簿
自
体
に
は
二
番
と
い
う
番
号
が
つ
い
て
お
り
、
請
状
番
号
が
四
六
〇
番
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
考
え
て
も
、
寛
延
三
年
以
前
に
つ
い
て
記
録
し
た
帳
簿
（
＝
一
番
）
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
存
し
て
い
な
い
。

さ
て
第
5
表
は
、「
永
聴
記
」
の
子
供
江
戸
到
着
記
事
が
残
っ
て
い
る
期
間
、
す
な
わ
ち
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
天
保
九
年
（
一

八
三
八
）
ま
で
の
四
二
年
の
期
間
に
限
定
し
て
、「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
二
番
に
記
載
さ
れ
た
子
供
と
「
永
聴
記
」
の
江
戸
到
着
記

事
を
照
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
期
間
中
「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
二
番
に
は
、
請
状
番
号
七
四
一
か
ら
八
四
五
ま
で
の
一
〇
五
人
と
、
番
号
無
し
の
一
人
を
合
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わ
せ
て
一
〇
六
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
再
勤
の
手
代
な
ど
子
供
で
は
な
い
者
が
五
人
い
る
（
請
状
番
号
七
四
一
・
七
八
三
・
七

八
六
・
八
二
六
・
八
三
一
）。
こ
れ
ら
を
除
く
一
〇
一
人
を
検
討
対
象
と
す
る
。
第
5
表
で
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
請
状
番
号
・
名
前
・
年

齢
・
親
元
・
江
戸
に
向
け
て
出
立
し
た
日
付
を
記
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
応
す
る
「
永
聴
記
」
の
江
戸
到
着
記
事
の
日
付
・
名
前
・
供

給
元
の
区
分
を
記
し
た
。

「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
二
番
と
「
永
聴
記
」
の
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
を
照
合
す
る
作
業
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
検
討
対
象
と
し

た
一
〇
一
人
の
う
ち
「
永
聴
記
」
に
お
い
て
対
応
す
る
江
戸
到
着
記
事
を
見
い
だ
せ
た
者
は
八
九
人
で
あ
っ
た
。
比
率
に
し
て
八
八
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
る
。

そ
の
八
九
人
の
う
ち
七
〇
人
は
供
給
元
が
〈
京
抱
え
〉
と
な
っ
て
い
る
（
享
和
三
年
六
月
八
日
の
記
事
の
名
前
不
明
の
七
人
を
含
む
）。

ち
な
み
に
第
2
表
で
示
し
た
よ
う
に
、「
永
聴
記
」
の
江
戸
到
着
記
事
に
お
い
て
〈
京
抱
え
〉
と
さ
れ
た
子
供
は
七
〇
人
で
あ
り
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
二
番
の
な
か
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

八
九
人
の
う
ち
残
り
一
九
人
は
、「
永
聴
記
」
の
子
供
江
戸
到
着
記
事
に
お
い
て
は
、
供
給
元
が
記
さ
れ
な
い
〈
記
載
な
し
〉
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
〈
記
載
な
し
〉
に
分
類
さ
れ
た
者
の
う
ち
に
、
実
際
は
〈
京
抱
え
〉
だ
っ
た
者
が
一
九
人
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第 ５表　「江戸本店手代子供請状」と「永聴記」子供江戸到着記事の対照（寛 政 9 年～天保９年）

# 「江戸本店手代子供請状」 「永聴記」子供江戸 到着記事

請状 
番号 名　前 年齢 親元 江戸下り 第 1 表 江戸着 名　前  供給元

1 741 青木伝四郎　＊ 1 不明 近江 寛政9.3.22
2 742 渡辺富之助 12 近江 寛政9.3.22 3 寛政9.4.8 渡辺富之助 〈京抱え〉
3 743 北川与惣松 14 近江 寛政9.3.22 3 寛政9.4.8 北川与惣松 〈京抱え〉
4 744 永福与四郎 12 近江 寛政9.3.22 3 寛政9.4.8 永福与四郎 〈京抱え〉
5 745 長沢万吉 12 山城 寛政9.3.22 3 寛政9.4.8 長沢万吉 〈京抱え〉

6 746 吉田勇次郎 14 近江 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 吉田勇次郎 〈京抱え〉
7 747 寺田善之助 12 近江 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 寺田善之助 〈京抱え〉
8 748 上田粂三郎 14 京都 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 上田久三郎 〈京抱え〉
9 749 西村常次郎 13 近江 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 西村常次郎 〈京抱え〉
10 750 西村孫吉 14 近江 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 西村孫吉 〈京抱え〉
11 751 大西友吉 14 京都 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 大西友吉 〈京抱え〉

12 752 西浦平蔵 13 伊勢 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 西浦平蔵 〈京抱え〉
13 753 荒木虎吉 13 伊賀 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 荒木寅吉 〈京抱え〉
14 754 高野小太郎 （12） 美濃 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 高野小次郎 〈京抱え〉
15 755 田中佐次郎 12 京都 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 田中佐次郎 〈京抱え〉
16 756 佐々木吉三郎 12 京都 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 佐々木吉三郎 〈京抱え〉
17 757 高木市太郎 13 京都 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 高木市太郎 〈京抱え〉

18 758 富田竹次郎 13 美濃 享和3.5.23
19 759 山野専次郎 13 近江 享和3.5.23
20 760 江龍米之助 12 近江 享和3.5.23 29 享和3.6.8 7 名 〈京抱え〉
21 761 堀田文吉 13 近江 享和3.5.23 （名前なし）
22 762 丸本要次郎 13 近江 享和3.5.23
23 763 三宅長四郎 13 京都 享和3.5.23
24 764 長沢富三郎 12 山城 享和3.5.23

25 765 若山茂吉 （11） 京都 （享和2.12.6） （到着記事なし）
26 766 高山万次郎 （12） 京都 （享和3.閏1.20） （到着記事なし）
27 767 仲忠次郎 （14） 京都 （享和3.12.19） （到着記事なし）
28 768 加々爪安五郎 （15） 近江 （文化1.3.13） （到着記事なし）
29 769 芝田為次郎 （12） 近江 （文化1.4.15） （到着記事なし）

30 770 田中富松 （12） 近江 （文化1.6.14） （到着記事なし）
31 771 近藤吉次郎 （13） 美濃 （文化1.6.14） （到着記事なし）
32 772 長江万三郎 （12） 美濃 （文化1.6.14） （到着記事なし）
33 773 小寺為之助 （12） 美濃 （文化1.10.9） （到着記事なし）

34 無番 伊藤佐五郎 12 近江 （文化2.9.10） （到着記事なし）

35 774 中島忠次郎 12 近江 文化3.10 （到着記事なし）
36 775 鈴木音吉 12 大和 文化3.10 （到着記事なし）

37 776 早野与五郎 12 美濃 文化4.10.20 38 文化4.11.6 早野与五郎 〈記載なし〉
38 777 早野豊次郎 12 美濃 文化4.10.20 38 文化4.11.6 早野豊次郎 〈記載なし〉
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第 ５表　「江戸本店手代子供請状」と「永聴記」子供江戸到着記事の対照（寛 政 9 年～天保９年）

# 「江戸本店手代子供請状」 「永聴記」子供江戸 到着記事

請状 
番号 名　前 年齢 親元 江戸下り 第 1 表 江戸着 名　前  供給元

1 741 青木伝四郎　＊ 1 不明 近江 寛政9.3.22
2 742 渡辺富之助 12 近江 寛政9.3.22 3 寛政9.4.8 渡辺富之助 〈京抱え〉
3 743 北川与惣松 14 近江 寛政9.3.22 3 寛政9.4.8 北川与惣松 〈京抱え〉
4 744 永福与四郎 12 近江 寛政9.3.22 3 寛政9.4.8 永福与四郎 〈京抱え〉
5 745 長沢万吉 12 山城 寛政9.3.22 3 寛政9.4.8 長沢万吉 〈京抱え〉

6 746 吉田勇次郎 14 近江 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 吉田勇次郎 〈京抱え〉
7 747 寺田善之助 12 近江 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 寺田善之助 〈京抱え〉
8 748 上田粂三郎 14 京都 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 上田久三郎 〈京抱え〉
9 749 西村常次郎 13 近江 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 西村常次郎 〈京抱え〉
10 750 西村孫吉 14 近江 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 西村孫吉 〈京抱え〉
11 751 大西友吉 14 京都 寛政10.4.25 11 寛政10.5.9 大西友吉 〈京抱え〉

12 752 西浦平蔵 13 伊勢 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 西浦平蔵 〈京抱え〉
13 753 荒木虎吉 13 伊賀 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 荒木寅吉 〈京抱え〉
14 754 高野小太郎 （12） 美濃 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 高野小次郎 〈京抱え〉
15 755 田中佐次郎 12 京都 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 田中佐次郎 〈京抱え〉
16 756 佐々木吉三郎 12 京都 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 佐々木吉三郎 〈京抱え〉
17 757 高木市太郎 13 京都 寛政11.4.12 17 寛政11.4.23 高木市太郎 〈京抱え〉

18 758 富田竹次郎 13 美濃 享和3.5.23
19 759 山野専次郎 13 近江 享和3.5.23
20 760 江龍米之助 12 近江 享和3.5.23 29 享和3.6.8 7 名 〈京抱え〉
21 761 堀田文吉 13 近江 享和3.5.23 （名前なし）
22 762 丸本要次郎 13 近江 享和3.5.23
23 763 三宅長四郎 13 京都 享和3.5.23
24 764 長沢富三郎 12 山城 享和3.5.23

25 765 若山茂吉 （11） 京都 （享和2.12.6） （到着記事なし）
26 766 高山万次郎 （12） 京都 （享和3.閏1.20） （到着記事なし）
27 767 仲忠次郎 （14） 京都 （享和3.12.19） （到着記事なし）
28 768 加々爪安五郎 （15） 近江 （文化1.3.13） （到着記事なし）
29 769 芝田為次郎 （12） 近江 （文化1.4.15） （到着記事なし）

30 770 田中富松 （12） 近江 （文化1.6.14） （到着記事なし）
31 771 近藤吉次郎 （13） 美濃 （文化1.6.14） （到着記事なし）
32 772 長江万三郎 （12） 美濃 （文化1.6.14） （到着記事なし）
33 773 小寺為之助 （12） 美濃 （文化1.10.9） （到着記事なし）

34 無番 伊藤佐五郎 12 近江 （文化2.9.10） （到着記事なし）

35 774 中島忠次郎 12 近江 文化3.10 （到着記事なし）
36 775 鈴木音吉 12 大和 文化3.10 （到着記事なし）

37 776 早野与五郎 12 美濃 文化4.10.20 38 文化4.11.6 早野与五郎 〈記載なし〉
38 777 早野豊次郎 12 美濃 文化4.10.20 38 文化4.11.6 早野豊次郎 〈記載なし〉
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先
に
「
永
聴
記
」
の
子
供
江
戸
到
着
記
事
の
う
ち
〈
記
載
な
し
〉
二
二
八
人
（
第
2
表
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
は
〈
伊
勢
抱
え
〉

〈
京
抱
え
〉
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
も
の
と
推
測
し
た
。
こ
こ
で
の
検
討
か
ら
、
供
給
元
の
〈
記
載
な
し
〉
二
二
八
人
の
う
ち
一
九
人
に
つ
い

て
は
実
際
に
は
〈
京
抱
え
〉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、〈
記
載
な
し
〉
の
残
り
二
〇
九
人
に
つ
い
て
は
、
実
際
は
〈
伊

勢
抱
え
〉
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う

（

）
3

。
こ
の
推
測
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
天
保
九
年
（
一
八

三
八
）
ま
で
の
四
二
年
の
間
の
「
永
聴
記
」
の
到
着
記
事
に
現
わ
れ
る
子
供
五
〇
七
人
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
〈
伊
勢
抱
え
〉
が
四
一
八
人

（
う
ち
〈
記
載
な
し
〉
二
〇
九
人
）
に
対
し
、
実
際
の
〈
京
抱
え
〉
が
八
九
人
（
う
ち
〈
記
載
な
し
〉
一
九
人
）
と
な
る
。
百
分
率
に
す
る

と
、
実
際
の
〈
伊
勢
抱
え
〉
が
八
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
実
際
の
〈
京
抱
え
〉
が
一
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

一
方
、「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
二
番
で
検
討
対
象
と
し
た
一
〇
一
人
の
う
ち
「
永
聴
記
」
に
お
い
て
対
応
す
る
江
戸
到
着
記
事
を

見
い
だ
せ
な
か
っ
た
者
は
一
二
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
請
状
番
号
七
六
五
か
ら
七
七
五
ま
で
、
年
次
で
い
う
と
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
五

月
以
降
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
一
〇
月
以
前
の
期
間
に
集
中
し
て
い
る

（

）
4

。
こ
の
一
二
人
に
つ
い
て
「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
の
原

簿
で
あ
る
京
本
店
の
「
奉
公
人
抱
帳

（

）
5

」
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
江
戸
に
下
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
確
認
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
七
六
五
番
～
七
六
九
番
の
五
人
は
「
文
化
元
年
子
五
月
江
戸
本
店
勤
申
渡
」、
七
七
〇
番
～
七
七
三
番
の
四
人
は
「
文
化
二
丑
四

# 「江戸本店手代子供請状」 「永聴記」子供江戸 到着記事

39 778 脇坂鉄次郎 15 近江 文化5.5.24 42 文化5.6.8 脇坂鉄三郎 〈京抱え〉
40 779 西村吉三郎 13 京都 文化5.5.24 42 文化5.6.8 西村吉三郎 〈京抱え〉
41 780 芝山鍋蔵 14 美濃 文化5.5.24 42 文化5.6.8 芝山善蔵 〈京抱え〉
42 781 佐藤三次郎 13 美濃 文化5.5.24 42 文化5.6.8 佐藤利三郎 〈京抱え〉
43 782 福井馬之助 12 近江 文化5.5.24 42 文化5.6.8 福井彦五郎 〈京抱え〉
44 783 田畑正助　＊ 2 不明 京都 （文化5.4）

45 784 井狩弥次郎 （14） 近江 文化6.4.11 46 文化6.4.21 井狩弥之助 〈京抱え〉
46 785 森岡亀松 12 近江 文化6.4.11 46 文化6.4.21 森岡亀松 〈京抱え〉
47 786 平井定七　＊ 3 不明 京都 （享和 3 ）

48 787 吉田竹次郎 13 近江 文化8.9.7 51 文化8.9.18 吉田竹次郎 〈京抱え〉
49 788 福井音吉 13 山城 文化8.9.7 51 文化8.9.18 福井彦吉 〈京抱え〉
50 789 清水猶吉 12 美濃 文化8.9.7 51 文化8.9.18 清水猶次郎 〈京抱え〉
51 790 野瀬熊吉 12 近江 文化8.9.7 51 文化8.9.18 野瀬熊吉 〈京抱え〉

52 791 今井猶蔵 14 近江 文化9.9.11 52 文化9.9.22 今井猶蔵 〈記載なし〉
53 792 元持清五郎 11 近江 文化9.9.11 52 文化9.9.22 元持清五郎 〈記載なし〉
54 793 西村源吉 （12） 近江 文化9.9.11 52 文化9.9.22 西村源吉 〈記載なし〉

55 794 高井久次郎 （12） 山城 文化10.10.21 54 文化10.11.2 高井久次郎 〈京抱え〉
56 795 吹田虎吉 （12） 京都 文化10.10.21 54 文化10.11.2 吹田虎吉 〈京抱え〉
57 796 安井熊次郎 （12） 京都 文化10.10.21 54 文化10.11.2 安井熊次郎 〈京抱え〉

58 797 橋本亀蔵 11 近江 文化11.8.8 55 文化11.8.19 橋本亀蔵 〈京抱え〉
59 798 松原市蔵 13 山城 文化11.8.8 55 文化11.8.19 松原市蔵 〈京抱え〉
60 799 松島万之助 （12） 山城 文化11.8.8 55 文化11.8.19 松島万之介 〈京抱え〉
61 800 大橋善吉 12 近江 文化11.8.8 55 文化11.8.19 大橋善介 〈京抱え〉
62 801 東治三郎 12 近江 文化11.8.8 55 文化11.8.19 東治郎吉 〈京抱え〉

63 802 山本熊吉 13 京都 文化12.11.10 62 文化12.11.22 山本熊吉 〈京抱え〉
64 803 草野甚吉 12 近江 文化12.11.10 62 文化12.11.22 草野甚吉 〈京抱え〉
65 804 橋本宇之助 12 京都 文化12.11.10 62 文化12.11.22 橋本卯之助 〈京抱え〉

66 805 水野源三郎 13 美濃 文化14.11.12 71 文化14.11.23 水野源三郎 〈京抱え〉
67 806 寺崎善三郎 13 近江 文化14.11.12 71 文化14.11.23 寺崎善次郎 〈京抱え〉
68 807 高木脇三郎 13 美濃 文化14.11.12 71 文化14.11.23 高木脇三郎 〈京抱え〉

69 808 崎山又吉 13 近江 文政1.9.13 75 文政元.9.25 崎山又吉 〈京抱え〉

70 809 西野亀吉 13 加賀 文政4.9 84 文政4.9.19 西野亀吉 〈京抱え〉
71 810 岩田伝三郎 12 京都 文政4.9 84 文政4.9.19 岩田伝三郎 〈京抱え〉
72 811 小野幸吉 13 京都 文政4.9 84 文政4.9.19 小野幸吉 〈京抱え〉
73 812 徳永文吉 12 京都 文政4.9 84 文政4.9.19 徳永文吉 〈京抱え〉

74 813 中田熊吉 13 京都 文政5.8 86 文政5.9.1 中田熊吉 〈京抱え〉
75 814 三宅九蔵 13 美濃 文政5.8 86 文政5.9.1 三宅九蔵 〈京抱え〉

76 815 塚永音吉 13 大和 文政9.9.15 99 文政9.9.28 塚永音吉 〈京抱え〉
77 816 岡崎秀三郎 13 山城 文政9.9.15 99 文政9.9.28 岡崎秀三郎 〈京抱え〉
78 817 中西利之助 16 京都 文政9.9.15 99 文政9.9.28 中西利之助 〈京抱え〉
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# 「江戸本店手代子供請状」 「永聴記」子供江戸 到着記事

39 778 脇坂鉄次郎 15 近江 文化5.5.24 42 文化5.6.8 脇坂鉄三郎 〈京抱え〉
40 779 西村吉三郎 13 京都 文化5.5.24 42 文化5.6.8 西村吉三郎 〈京抱え〉
41 780 芝山鍋蔵 14 美濃 文化5.5.24 42 文化5.6.8 芝山善蔵 〈京抱え〉
42 781 佐藤三次郎 13 美濃 文化5.5.24 42 文化5.6.8 佐藤利三郎 〈京抱え〉
43 782 福井馬之助 12 近江 文化5.5.24 42 文化5.6.8 福井彦五郎 〈京抱え〉
44 783 田畑正助　＊ 2 不明 京都 （文化5.4）

45 784 井狩弥次郎 （14） 近江 文化6.4.11 46 文化6.4.21 井狩弥之助 〈京抱え〉
46 785 森岡亀松 12 近江 文化6.4.11 46 文化6.4.21 森岡亀松 〈京抱え〉
47 786 平井定七　＊ 3 不明 京都 （享和 3 ）

48 787 吉田竹次郎 13 近江 文化8.9.7 51 文化8.9.18 吉田竹次郎 〈京抱え〉
49 788 福井音吉 13 山城 文化8.9.7 51 文化8.9.18 福井彦吉 〈京抱え〉
50 789 清水猶吉 12 美濃 文化8.9.7 51 文化8.9.18 清水猶次郎 〈京抱え〉
51 790 野瀬熊吉 12 近江 文化8.9.7 51 文化8.9.18 野瀬熊吉 〈京抱え〉

52 791 今井猶蔵 14 近江 文化9.9.11 52 文化9.9.22 今井猶蔵 〈記載なし〉
53 792 元持清五郎 11 近江 文化9.9.11 52 文化9.9.22 元持清五郎 〈記載なし〉
54 793 西村源吉 （12） 近江 文化9.9.11 52 文化9.9.22 西村源吉 〈記載なし〉

55 794 高井久次郎 （12） 山城 文化10.10.21 54 文化10.11.2 高井久次郎 〈京抱え〉
56 795 吹田虎吉 （12） 京都 文化10.10.21 54 文化10.11.2 吹田虎吉 〈京抱え〉
57 796 安井熊次郎 （12） 京都 文化10.10.21 54 文化10.11.2 安井熊次郎 〈京抱え〉

58 797 橋本亀蔵 11 近江 文化11.8.8 55 文化11.8.19 橋本亀蔵 〈京抱え〉
59 798 松原市蔵 13 山城 文化11.8.8 55 文化11.8.19 松原市蔵 〈京抱え〉
60 799 松島万之助 （12） 山城 文化11.8.8 55 文化11.8.19 松島万之介 〈京抱え〉
61 800 大橋善吉 12 近江 文化11.8.8 55 文化11.8.19 大橋善介 〈京抱え〉
62 801 東治三郎 12 近江 文化11.8.8 55 文化11.8.19 東治郎吉 〈京抱え〉

63 802 山本熊吉 13 京都 文化12.11.10 62 文化12.11.22 山本熊吉 〈京抱え〉
64 803 草野甚吉 12 近江 文化12.11.10 62 文化12.11.22 草野甚吉 〈京抱え〉
65 804 橋本宇之助 12 京都 文化12.11.10 62 文化12.11.22 橋本卯之助 〈京抱え〉

66 805 水野源三郎 13 美濃 文化14.11.12 71 文化14.11.23 水野源三郎 〈京抱え〉
67 806 寺崎善三郎 13 近江 文化14.11.12 71 文化14.11.23 寺崎善次郎 〈京抱え〉
68 807 高木脇三郎 13 美濃 文化14.11.12 71 文化14.11.23 高木脇三郎 〈京抱え〉

69 808 崎山又吉 13 近江 文政1.9.13 75 文政元.9.25 崎山又吉 〈京抱え〉

70 809 西野亀吉 13 加賀 文政4.9 84 文政4.9.19 西野亀吉 〈京抱え〉
71 810 岩田伝三郎 12 京都 文政4.9 84 文政4.9.19 岩田伝三郎 〈京抱え〉
72 811 小野幸吉 13 京都 文政4.9 84 文政4.9.19 小野幸吉 〈京抱え〉
73 812 徳永文吉 12 京都 文政4.9 84 文政4.9.19 徳永文吉 〈京抱え〉

74 813 中田熊吉 13 京都 文政5.8 86 文政5.9.1 中田熊吉 〈京抱え〉
75 814 三宅九蔵 13 美濃 文政5.8 86 文政5.9.1 三宅九蔵 〈京抱え〉

76 815 塚永音吉 13 大和 文政9.9.15 99 文政9.9.28 塚永音吉 〈京抱え〉
77 816 岡崎秀三郎 13 山城 文政9.9.15 99 文政9.9.28 岡崎秀三郎 〈京抱え〉
78 817 中西利之助 16 京都 文政9.9.15 99 文政9.9.28 中西利之助 〈京抱え〉
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月
江
戸
本
店
勤
」、
番
号
無
し
の
一
人
は
「
文
化
二
丑
江
戸
本
店
勤
申
渡
」、
七
七
四
・
七
七
五
番
の
二
人
が
「
同（

文
化
三
）

年
十
月
江
戸
本
店
勤
申
渡
、

廿
五
日
出
立
」
と
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
は
、
実
際
に
江
戸
に
下
っ
て
来
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
「
永
聴
記
」
に
記
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
が
、
こ
こ
で
の
検
討
は
、
こ
れ
を
実
際
に
裏
付
け
る
も
の
で
も
あ
る

（

）
6

。

本
節
の
最
後
に
、「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
二
番
か
ら
〈
京
抱
え
〉
の
子
供
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
二
点
付
け
加
え
て
お

き
た
い
。

ま
ず
、
時
期
に
よ
っ
て
〈
京
抱
え
〉
の
子
供
の
人
数
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
6
表
は
、「
江
戸
本
店
手
代

子
供
請
状
」
二
番
に
記
載
さ
れ
た
人
数
を
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
か
ら
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
ま
で
の
九
〇
年
間
の
範
囲
に
お
い

て
、
一
〇
年
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
宝
暦
元
年
か
ら
同
一
〇
年
ま
で
は
一
年
あ
た
り
七
・
六
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
次
第
に
減
少

し
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
以
降
は
一
年
当
た
り
二
人
前
後
ま
で
落
ち
込
む
。
こ
の
表
か
ら
は
、
江
戸
本
店
に
お
い
て
〈
京
抱
え
〉
の
奉

公
人
が
次
第
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
あ
と
で
ま
た
ふ
れ
た
い
。

次
に
、〈
京
抱
え
〉
と
し
て
括
ら
れ
る
子
供
た
ち
で
あ
る
が
、
実
際
の
出
身
地
は
ど
こ
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
表
5
に
あ
げ
た
〈
京
抱

え
〉
の
子
供
た
ち
一
〇
一
人
の
親
元
の
所
在
地
を
ま
と
め
て
み
た
も
の
が
、
表
7
で
あ
る
。
最
も
多
い
の
は
近
江
の
三
七
人
で
あ
り
、
京
都

# 「江戸本店手代子供請状」 「永聴記」子供江戸 到着記事

79 818 小野清次郎 12 京都 文政9.9.15 99 文政9.9.28 小野清次郎 〈京抱え〉

80 819 佐々木庄太郎 12 京都 文政11.10.14 108 文政11.10.22 佐々木庄太郎 〈記載なし〉
81 820 藤井熊吉 13 京都 文政11.10.14 108 文政11.10.22 藤井熊吉 〈記載なし〉
82 821 田井慶次郎 13 山城 文政11.10.14 108 文政11.10.22 田井慶次郎 〈記載なし〉
83 822 谷沢嘉三郎 14 摂津 文政11.10.14 108 文政11.10.22 谷沢嘉三郎 〈記載なし〉
84 823 前田常吉 12 和泉 文政11.10.14 108 文政11.10.22 前田常吉 〈記載なし〉

85 824 高木多次郎 13 美濃 文政12.6 112 文政12.6.24 高木多次郎 〈記載なし〉
86 825 高木栄次郎 13 美濃 文政12.6 112 文政12.6.24 高木栄次郎 〈記載なし〉
87 826 向崎徳三郎　＊ 4 24 京都 （文政12.10.25）

88 827 山本政吉 12 京都 天保3.9 129 天保3.9.29 山本政吉 〈記載なし〉
89 828 繁村常次郎 13 京都 天保3.9 129 天保3.9.29 重村常次郎 〈記載なし〉

90 829 辻梅吉 12 近江 天保4.10.11 136 天保4.10.23 辻梅吉 〈記載なし〉
91 830 東駒吉 12 近江 天保4.10.11 136 天保4.10.23 東駒吉 〈記載なし〉

92 831 福井喜助　＊ 5 35 山城 天保5.9.20
93 832 武藤竹次郎 13 京都 天保5.9.20 139 天保5.10.3 武藤竹次郎 〈記載なし〉
94 833 魚住新太郎 13 京都 天保5.9.20 139 天保5.10.3 魚住新太郎 〈記載なし〉
95 834 桑原七太郎 13 近江 天保5.9.20 139 天保5.10.3 桑原七太郎 〈記載なし〉

96 835 藤井勇次郎 14 山城 天保8.5.16 153 天保8.5.26 藤井勇次郎 〈京抱え〉
97 836 池田惣次郎 不明 近江 天保8.5.16 153 天保8.5.26 池田惣次郎 〈京抱え〉
98 837 成田徳三郎 12 京都 天保8.5.16 153 天保8.5.26 成田徳三郎 〈京抱え〉
99 838 大石庄次郎 13 京都 天保8.5.16 153 天保8.5.26 大石庄次郎 〈京抱え〉

100 839 本条桝次郎 14 京都 天保8.5.16 153 天保8.5.26 本条桝次郎 〈京抱え〉
101 840 河村松之助 14 京都 天保8.5.16 153 天保8.5.26 河村松之助 〈京抱え〉

102 841 東芳五郎 13 京都 天保9.9.7 156 天保9.9.17 東芳五郎 〈京抱え〉
103 842 井狩文吉 13 近江 天保9.9.7 156 天保9.9.17 井狩文吉 〈京抱え〉
104 843 竹村鹿三郎 12 京都 天保9.9.7 156 天保9.9.17 竹村嘉三郎 〈京抱え〉
105 844 森岡竹三郎 14 近江 天保9.9.7 156 天保9.9.17 森岡竹三郎 〈京抱え〉
106 845 中野徳之助 12 京都 天保9.9.7 156 天保9.9.17 中野徳之助 〈京抱え〉

出所）　�「江戸本店手代子供請状」（三井文庫所蔵史料　別39），「永聴記」（三井文庫所蔵史料 本152, 153）。
注）　�「江戸本店手代子供請状」の［年齢］の（　）内は「奉公人抱帳」（三井文庫所蔵史料　 本1433, 1434）による補遺。

［親元］のうち「山城」は京都を除く。［江戸下り］のうち（　）内は江戸下り時期が不 明のため，京本店泊り始め
の時期を示す。「江戸本店手代子供請状」記載者のうち，再勤または他店勤務者の場合 には，「永聴記」の到着記事
を省略した（＊ 1 ・ 2 ・ 5 は再勤，＊ 3 ・ 4 は芝口店勤）。

	 「永聴記」の［江戸着］は，江戸到着の記事が記載された日付を示す。
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# 「江戸本店手代子供請状」 「永聴記」子供江戸 到着記事

79 818 小野清次郎 12 京都 文政9.9.15 99 文政9.9.28 小野清次郎 〈京抱え〉

80 819 佐々木庄太郎 12 京都 文政11.10.14 108 文政11.10.22 佐々木庄太郎 〈記載なし〉
81 820 藤井熊吉 13 京都 文政11.10.14 108 文政11.10.22 藤井熊吉 〈記載なし〉
82 821 田井慶次郎 13 山城 文政11.10.14 108 文政11.10.22 田井慶次郎 〈記載なし〉
83 822 谷沢嘉三郎 14 摂津 文政11.10.14 108 文政11.10.22 谷沢嘉三郎 〈記載なし〉
84 823 前田常吉 12 和泉 文政11.10.14 108 文政11.10.22 前田常吉 〈記載なし〉

85 824 高木多次郎 13 美濃 文政12.6 112 文政12.6.24 高木多次郎 〈記載なし〉
86 825 高木栄次郎 13 美濃 文政12.6 112 文政12.6.24 高木栄次郎 〈記載なし〉
87 826 向崎徳三郎　＊ 4 24 京都 （文政12.10.25）

88 827 山本政吉 12 京都 天保3.9 129 天保3.9.29 山本政吉 〈記載なし〉
89 828 繁村常次郎 13 京都 天保3.9 129 天保3.9.29 重村常次郎 〈記載なし〉

90 829 辻梅吉 12 近江 天保4.10.11 136 天保4.10.23 辻梅吉 〈記載なし〉
91 830 東駒吉 12 近江 天保4.10.11 136 天保4.10.23 東駒吉 〈記載なし〉

92 831 福井喜助　＊ 5 35 山城 天保5.9.20
93 832 武藤竹次郎 13 京都 天保5.9.20 139 天保5.10.3 武藤竹次郎 〈記載なし〉
94 833 魚住新太郎 13 京都 天保5.9.20 139 天保5.10.3 魚住新太郎 〈記載なし〉
95 834 桑原七太郎 13 近江 天保5.9.20 139 天保5.10.3 桑原七太郎 〈記載なし〉

96 835 藤井勇次郎 14 山城 天保8.5.16 153 天保8.5.26 藤井勇次郎 〈京抱え〉
97 836 池田惣次郎 不明 近江 天保8.5.16 153 天保8.5.26 池田惣次郎 〈京抱え〉
98 837 成田徳三郎 12 京都 天保8.5.16 153 天保8.5.26 成田徳三郎 〈京抱え〉
99 838 大石庄次郎 13 京都 天保8.5.16 153 天保8.5.26 大石庄次郎 〈京抱え〉

100 839 本条桝次郎 14 京都 天保8.5.16 153 天保8.5.26 本条桝次郎 〈京抱え〉
101 840 河村松之助 14 京都 天保8.5.16 153 天保8.5.26 河村松之助 〈京抱え〉

102 841 東芳五郎 13 京都 天保9.9.7 156 天保9.9.17 東芳五郎 〈京抱え〉
103 842 井狩文吉 13 近江 天保9.9.7 156 天保9.9.17 井狩文吉 〈京抱え〉
104 843 竹村鹿三郎 12 京都 天保9.9.7 156 天保9.9.17 竹村嘉三郎 〈京抱え〉
105 844 森岡竹三郎 14 近江 天保9.9.7 156 天保9.9.17 森岡竹三郎 〈京抱え〉
106 845 中野徳之助 12 京都 天保9.9.7 156 天保9.9.17 中野徳之助 〈京抱え〉

出所）　�「江戸本店手代子供請状」（三井文庫所蔵史料　別39），「永聴記」（三井文庫所蔵史料 本152, 153）。
注）　�「江戸本店手代子供請状」の［年齢］の（　）内は「奉公人抱帳」（三井文庫所蔵史料　 本1433, 1434）による補遺。

［親元］のうち「山城」は京都を除く。［江戸下り］のうち（　）内は江戸下り時期が不 明のため，京本店泊り始め
の時期を示す。「江戸本店手代子供請状」記載者のうち，再勤または他店勤務者の場合 には，「永聴記」の到着記事
を省略した（＊ 1 ・ 2 ・ 5 は再勤，＊ 3 ・ 4 は芝口店勤）。

	 「永聴記」の［江戸着］は，江戸到着の記事が記載された日付を示す。
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は
そ
れ
に
次
ぐ
三
三
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。〈
京
抱
え
〉
と
し
て
括
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
京
本
店
を
介
し
て
江
戸
本
店
に
奉
公
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
実
際
は
京
都
の
比
重
は
あ
ま
り
大
き
く
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
周
辺
部
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

（
1
）　「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
二
番
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

　
別
三
九
）。

（
2
）　「
京
本
店
手
代
子
供
請
状
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

　
別
三
六
、
本
一
五
三

六
～
一
五
三
八
）。

（
3
）　
供
給
元
の
〈
記
載
な
し
〉
の
子
供
の
う
ち
、〈
伊
勢
抱
え
〉
と
推
定
し
た

二
〇
九
人
の
な
か
に
は
稀
に
親
元
の
住
所
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
あ
る
が
、

以
下
に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
親
元
の
住
所
は
い
ず
れ
も
伊
勢
国
で
あ
る
。

　
　
　（
文
政
七
年
四
月
二
八
日
）

　
　
　
　
一
当
店
勤
仕
子
供
左
之
通

　
　
　
　
　
　�

田
丸
新
町
源
兵
衛
悴
内
堀
宇
之
助
、
津
領
本
郷
村
庄
右
衛
門
悴
増

田
徳
五
郎

　
　
　
　
　
　
同
領
同
村
長
五
郎
悴
加
納
長
松
、
田
丸
本
町
吉
兵
衛
悴
小
西
栄
吉

　
　
　
　
　
　
右
之
者
共
道
中
無
難
今
夕
致
到
着
候

第 ６表　「江戸本店手代子供請状」
記載人数（10 年ごと）

年　　代 人　数

宝暦元（1751）～宝暦10（1760） 76
宝暦11（1761）～明和 7 （1770） 61
明和 8 （1771）～安永 9 （1780） 40
天明元（1781）～寛政 2 （1790） 62
寛政 3 （1791）～寛政12（1800） 54
享和元（1801）～文化 7 （1810） 30
文化 8 （1811）～文政 3 （1820） 22
文政 4 （1821）～天保元（1830） 19
天保 2 （1831）～天保11（1840） 21

385

出所）�　「江戸本店手代子供請状」（三井文庫所
蔵史料　別39）。

注）�　請状番号465から848までの384名と番号欠
1 名（文化 2 年）の合計385名。

第 ７表　江戸本店の
京抱え子供の出身地

（寛政 9 年～天保 9 年）

親　元 人　数

近　江 37
京　都 33
美　濃 15
山　城 9
大　和 2
伊　勢 1
伊　賀 1
加　賀 1
摂　津 1
和　泉 1

計 101

出所）�　第 ５ 表より作成。
注）�　「山城」には京都は含ま

ない。
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　（
文
政
八
年
三
月
一
四
日
）

　
　
　
　
一
当
店
勤
仕
子
供
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
一
津
領
六
根
村
利
兵
衛
伜 

植
田
新
吉

　
　
一
鳥
羽
領
坂
本
村
三
郎
兵
衛
伜 

岩
本
久
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
一
津
領
櫛
田
村
与
三
兵
衛
伜 

三
宅
与
三
次
郎

　
　
一
雲
出
本
郷
村
忠
蔵
伜 

増
田
文
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
一
雲
出
高
峯
村
与
兵
衛
伜 

和
田
音
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
右
之
者
共
道
中
無
難
今
夕
致
到
着
候

　
　
　（
文
政
八
年
五
月
二
七
日
）

　
　
　
　
一
当
店
勤
仕
子
供
勢
州
一
志
郡
津
領
曽
原
村
矢
田
新
九
郎
、
道
中
無
難
今
夕
致
到
着
候

　
　
　（
文
政
八
年
八
月
二
七
日
）

　
　
　
　
一
当
店
勤
仕
子
供
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
一
田
丸
領
西
池
上
村
庄
八
忰 

小
竹
善
次
郎

　
一
同
村
林
内
忰 

大
村
林
次
郎

　
一
神
領
斎
宮
村
孫
七
忰 

澄
野
勇
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
右
三
人
道
中
無
恙
今
夕
致
到
着
候

　
　
　（
文
政
八
年
一
〇
月
一
五
日
）

　
　
　
　
一
当
店
勤
仕
子
供
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
一
飯
野
郡
久
保
村
仙
蔵
忰 

溝
田
伊
蔵

　
　
一
三
重
郡
日
永
村
善
平
忰 

石
崎
亮
蔵

　
　
　
　
　
　
　
右
両
人
道
中
無
恙
今
夕
致
到
着
候

（
4
）　
な
ぜ
こ
の
時
期
に
限
っ
て
「
京
抱
え
」
の
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
5
）　「
奉
公
人
抱
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

　
本
一
四
三
三
）。

（
6
）　「
永
聴
記
」
の
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
に
欠
落
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
際
に
江
戸
本
店
に
新
規
に
入
店
す
る
子
供
の
人
数
は
ど
の
程
度
で
あ

ろ
う
か
。
仮
定
に
仮
定
を
重
ね
る
形
に
な
る
が
、
一
年
当
た
り
の
新
規
子
供
人
数
の
推
定
を
試
み
た
い
。
方
法
と
し
て
は
、
一
年
当
た
り
の
半

元
服
人
数
と
、
入
店
し
た
子
供
の
う
ち
半
元
服
す
る
者
の
比
率
を
推
定
し
、
前
者
を
後
者
で
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
年
当
た
り
の
新
規
子
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供
の
人
数
を
出
し
て
み
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

	
　
ま
ず
、
一
年
当
た
り
の
半
元
服
人
数
に
つ
い
て
。「
永
聴
記
」
で
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
ま
で
の
四

二
年
・
八
四
季
の
う
ち
、
五
五
季
に
半
元
服
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
人
数
は
三
九
六
人
で
あ
る
（
第
3
表
参
照
）。
一
季
当
た
り
七
・
二
人
、

一
年
当
た
り
に
換
算
す
る
と
一
四
・
四
人
と
な
る
。
こ
こ
で
は
半
元
服
の
記
事
が
残
っ
て
い
な
い
時
期
に
つ
い
て
も
、
記
事
が
残
っ
て
い
る
時

期
と
同
様
に
半
元
服
の
申
渡
が
な
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
。

	

　
こ
の
半
元
服
人
数
の
推
測
値
が
妥
当
な
も
の
か
吟
味
し
て
お
き
た
い
。
着
目
す
る
の
は
本
元
服
の
人
数
で
あ
る
。
本
元
服
は
、
半
元
服
と
同

様
、
八
四
季
の
う
ち
五
五
季
に
記
載
が
あ
り
、
二
九
九
人
が
載
っ
て
い
る
（
第
3
表
参
照
）。
一
季
当
た
り
五
・
四
人
、
一
年
当
た
り
に
換
算

す
る
と
一
〇
・
八
人
と
な
る
。
こ
の
数
値
は
以
下
で
説
明
す
る
よ
う
に
「
店
々
人
数
留
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

　
本
一
〇
九
一
～
一
〇
九

六
）
か
ら
う
か
が
え
る
一
年
当
た
り
の
本
元
服
者
の
数
と
近
い
。「
店
々
人
数
留
」
と
い
う
史
料
は
、
越
後
屋
の
各
店
舗
に
つ
い
て
、
一
年
ご

と
に
、
重
役
手
代
か
ら
末
端
の
手
代
ま
で
の
名
前
を
書
き
並
べ
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。
あ
る
年
と
次
の
年
の
「
店
々
人
数
留
」
の
手
代
名
を
照
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
年
の
末
尾
に
新
規
に
登
場
す
る
手
代
を
、
あ
ら
た
に
手
代
の
末
端
に
連
な
っ
た
者
＝
本
元
服
し
た
者
と
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
検
出
で
き
る
本
元
服
者
は
、
江
戸
本
店
に
つ
い
て
み
る
と
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
か
ら
天
保
一
〇
年

（
一
八
三
九
）
の
三
三
年
の
間
で
合
わ
せ
て
お
よ
そ
三
六
〇
人
を
数
え
る
。
一
年
当
た
り
で
一
〇
・
九
人
と
な
る
。
こ
の
数
値
は
前
述
し
た

「
永
聴
記
」
の
本
元
服
記
事
か
ら
推
測
し
た
人
数
一
〇
・
八
人
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
。
も
し
、
こ
の
本
元
服
の
推
測
人
数
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
同
様
に
し
て
出
さ
れ
た
半
元
服
の
ほ
う
の
一
年
あ
た
り
の
人
数
一
四
・
四
人
と
い
う
推
測
値
も
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

	

　
次
に
、
入
店
し
た
子
供
が
半
元
服
す
る
比
率
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
江
戸
に
到
着
し
た
子
供
の
う
ち
何
人
が
半
元
服
す
る
か
に
つ
い
て
調
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
4
表
①
～
⑤
は
半
元
服
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
江
戸
到
着
記
事
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
反
対
に
、
そ
の
期
間
の
江
戸
到
着
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
ら
が
半
元
服
す
る
か
ど
う
か
を
調
べ
て
み
る
。

	

①
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
二
月
到
着
の
森
田
佐
吉
か
ら
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
四
月
の
高
木
市
太
郎
ま
で
の
五
六
人
の
到
着
者
の
う
ち

四
五
人
が
半
元
服
し
て
い
る
（
八
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）。
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②
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
三
月
到
着
の
川
本
竹
次
郎
か
ら
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
二
月
の
一
色
亀
吉
ま
で
の
三
九
人
の
到
着
者
の
う
ち
、

三
五
人
が
半
元
服
し
て
い
る
（
八
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）。

	
③
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
一
〇
月
の
奥
野
惣
蔵
か
ら
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
一
二
月
の
中
津
吉
五
郎
ま
で
の
三
三
人
の
到
着
者
の
う

ち
、
二
二
人
が
半
元
服
し
て
い
る
（
六
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）。

	

④
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
一
一
月
の
金
石
新
吉
か
ら
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
一
一
月
の
南
長
之
助
ま
で
の
二
七
人
の
到
着
者
の
う
ち
、

二
四
人
が
半
元
服
し
て
い
る
（
八
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）。

	

⑤
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
五
月
西
岡
寅
次
郎
か
ら
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
三
月
の
野
口
十
次
郎
ま
で
の
五
四
人
の
到
着
者
の
う
ち
、
四
三

人
が
半
元
服
し
て
い
る
（
七
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）。

	

　
①
か
ら
⑤
ま
で
を
合
計
す
る
と
、
二
〇
九
人
中
一
六
九
人
が
半
元
服
し
て
お
り
、
そ
の
比
率
は
八
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
そ
し
て
第

4
表
①
～
⑤
の
期
間
以
外
の
時
期
に
お
い
て
も
、
同
様
の
半
元
服
比
率
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
。

	

　
以
上
の
一
年
当
た
り
の
半
元
服
人
数
を
一
四
・
四
人
、
入
店
子
供
の
半
元
服
率
を
八
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
推
定
に
基
づ
け
ば
、
江
戸

本
店
に
新
規
に
入
店
す
る
子
供
の
一
年
当
た
り
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
一
四
・
四
を
〇
・
八
で
除
し
て
、
一
八
人
と
い
う
数
値
が
得
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
第
二
節
注
（
3
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
京
本
店
の
事
例
を
み
る
と
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
ま
で

の
期
間
に
入
店
し
た
子
供
の
数
は
五
四
四
人
で
、
一
年
当
た
り
一
三
人
と
な
る
。
江
戸
本
店
と
京
本
店
の
人
的
規
模
を
考
え
る
と
、
江
戸
本
店

の
一
年
当
た
り
の
入
店
子
供
の
人
数
を
一
八
人
と
す
る
試
算
の
結
果
に
は
大
き
な
不
都
合
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
三
井
越
後
屋
の
江
戸
本
店
の
店
表
の
奉
公
人
が
ど
こ
か
ら
供
給
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
を
、
江
戸
本
店
の
「
永
聴
記
」

に
記
さ
れ
た
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
を
も
と
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
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第
一
節
で
は
、「
永
聴
記
」
に
記
さ
れ
た
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
の
概
要
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
天
保
九

年
（
一
八
三
八
）
ま
で
の
四
二
年
の
間
に
、
五
〇
七
人
の
子
供
が
江
戸
に
到
着
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
供
給
元
の
記
載
に

よ
り
、〈
伊
勢
抱
え
〉
二
〇
九
人
、〈
京
抱
え
〉
七
〇
人
、〈
記
載
な
し
〉
二
二
八
人
に
分
類
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
〈
記
載
な
し
〉
は
、
実
際

に
は
〈
伊
勢
抱
え
〉
か
〈
京
抱
え
〉
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
も
の
と
推
測
し
た
。

第
二
節
で
は
、「
永
聴
記
」
の
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
に
あ
ら
わ
れ
る
江
戸
下
り
の
子
供
は
、
江
戸
本
店
の
子
供
の
う
ち
の
ど
の
程
度
を

占
め
る
か
に
つ
い
て
、
同
じ
「
永
聴
記
」
の
半
元
服
記
事
と
照
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
二
年
以
上
継
続
し
て
半
元
服
の
記
事

が
残
っ
て
い
る
五
つ
の
時
期
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
人
分
の
半
元
服
者
の
リ
ス
ト
を
つ
く
り
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
二

〇
〇
人
の
う
ち
一
六
九
人
は
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
に
現
れ
る
も
の
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
江
戸
到
着
記
事
に
現

れ
る
江
戸
下
り
の
子
供
が
、
江
戸
本
店
の
半
元
服
者
の
少
な
く
と
も
八
割
以
上
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
照
合
不
能
の
者

の
う
ち
に
も
、
実
際
は
江
戸
に
下
っ
て
き
た
が
、「
永
聴
記
」
に
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
と
推
測
し
た
。

第
三
節
で
は
、
江
戸
下
り
の
子
供
の
う
ち
で
供
給
元
の
〈
記
載
な
し
〉
と
し
た
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
で
の
〈
伊
勢
抱
え
〉
と
〈
京
抱
え
〉
の

比
率
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
京
本
店
が
作
成
し
た
「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
を
〈
京
抱
え
〉
の
全
容
を
示
す
も
の
と
し
て
と

り
あ
げ
、
そ
れ
と
「
永
聴
記
」
の
子
供
の
江
戸
到
着
記
事
と
を
照
合
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
永
聴
記
」
の
供
給
元
〈
記
載
な
し
〉
の
二
二

八
人
の
う
ち
一
九
人
に
つ
い
て
は
「
江
戸
本
店
手
代
子
供
請
状
」
と
対
照
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
は
〈
京
抱
え
〉
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
〈
記
載
な
し
〉
の
残
り
二
〇
九
人
に
つ
い
て
は
〈
伊
勢
抱
え
〉
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
こ
の

推
定
に
基
づ
け
ば
、
江
戸
到
着
記
事
の
五
〇
七
人
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
〈
伊
勢
抱
え
〉
が
四
一
八
人
（
八
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）、
実
際

の
〈
京
抱
え
〉
が
八
九
人
（
一
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
江
戸
店
持
ち
京
商
人
の
奉
公
人
に
つ
い
て
は
、
京
都
お
よ
び
本
家
に
と
っ
て
出
自
等
で
関
係
の
深
い
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地
域
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
い
う
理
解
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
の
検
討
か
ら
三
井
越
後
屋
の
江
戸
本
店
で
の
奉
公
人
供
給
も
、
基
本
的

に
は
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
す
な
わ
ち
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
、
江
戸
本
店
の
奉
公
人
の
大
部
分
は
上
方
方
面
か

ら
江
戸
に
下
っ
て
き
た
者
た
ち
で
あ
り
、
江
戸
お
よ
び
そ
の
周
辺
か
ら
供
給
さ
れ
る
者
は
皆
無
で
は
な
い
が
僅
少
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

時
期
に
江
戸
に
下
っ
て
き
た
子
供
の
供
給
元
は
〈
伊
勢
抱
え
〉
が
八
割
を
超
え
、
残
り
が
〈
京
抱
え
〉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

〈
京
抱
え
〉
の
子
供
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
数
は
一
八
世
紀
半
ば
以
降
次
第
に
減
少
し
、
さ
ら
に
実
際
の
出
身
地
（
親
の
住
所
）
も
京

都
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
地
域
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
、
京
本
店
に
奉
公
す
る
子
供
の
出
身
地
の
変
化
、

す
な
わ
ち
一
八
世
紀
以
降
、
伊
勢
が
大
き
く
減
り
、
京
都
に
集
中
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
と
連
関
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

京
本
店
で
京
都
出
身
者
が
増
え
、
伊
勢
出
身
者
が
減
少
す
る
こ
と
と
並
行
し
て
、
江
戸
本
店
に
お
い
て
は
京
都
出
身
者
が
減
少
し
、
伊
勢
出

身
者
の
比
重
が
増
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
い
か
な
る
事
情
に
基
づ
く
か
は
詳
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
が
、
越

後
屋
の
店
々
の
奉
公
人
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
店
舗
だ
け
で
は
な
く
、
三
都
の
店
々
に
伊
勢
を
加
え
た
関
係
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
三
井
の
江
戸
両
替
店
で
は
、
江
戸
本
店
と
異
な
り
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
奉

公
人
の
う
ち
江
戸
出
身
者
の
比
率
が
五
割
近
く
に
増
え
、
天
保
改
革
か
ら
幕
末
ま
で
の
期
間
で
は
九
割
に
達
し
て
い
る
。
同
じ
江
戸
、
同
じ

三
井
家
の
経
営
で
あ
っ
て
も
、
業
種
に
よ
っ
て
奉
公
人
供
給
や
所
在
す
る
都
市
社
会
と
の
関
係
の
態
様
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
稿
で
の

江
戸
本
店
の
検
討
は
、
天
保
改
革
以
前
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
ま
で
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
江
戸
両
替
店
の
場
合
、
天
保
改
革
後
に
江

戸
出
身
者
の
比
率
増
加
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
天
保
改
革
お
よ
び
そ
の
後
の
時
期
に
つ
い
て
の
検
討
も
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。


